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『ガウダペータめカーリカー』〔Gaudapa(虹yakarika〕

は,わ た くしの興味をそそる作品である。 この作

品は,ア ドヴァイタ ・ヴェーダーンタのスポーク

スマンと見なされるシャンカラの師匠ゴーヴイン

ダの師匠,ガ ウダパーダによって著わされたと書

われ る。ガ ウダパーダに帰せ られ るこの作品は,

最初期のヴェーダーンタの哲学的断片であり,『ガ

ウダパーダのカー リカー』 によって,わ れわれは

シャンカラ以前のヴェーダーンタ哲学を概観出来

る立場にあるのである。そして,こ の作品によっ

て例証されているよ うに,そ れの形成の初期の段

階において,ア ドヴァイタ ・ヴェーダーンタは仏

教,特 に大乗仏教か ら大きな影響を受けている。

アドヴァイタ ・ヴェーダーンタのルーツを理解す

るためには,『ガウダパーダのカー リカー』は決定

的に重要なテクストである。シャンカラの思想を

よ り良く理解するためにも 『ガウダパーダのカー

リカー』を理解することは必要である このよ

うに,多 くの学者は考 えている。 しかしなが ら,

ア ドヴ ァイタ ・ヴェーダーンタを代表する思想家

としてシ ャンカラが高 く評価 されているのに反

し,『ガウダパーダのカー リカー』に対す る関心が

欠けているというのが現状である。

ガウダパーダに帰せ られ る哲学思想を正しく理

解するためにはTわ れわれは初期のヴェーダーン

タ哲学の基本的な思想を把握するだけでなく,大

乗仏教の哲学的なテクス トを包括的に把握 しなけ

ればな らない。 このように考える点において,わ

た くしはリチャー ド・キング 〔1995年.11頁 参

照〕と同じ意見である。初期のアドヴ ァイタのパー

スペクテ ィブ 〔dar§ana〕一一も ちろん,そ れはガ

ウダパーダのカー リカーのそれである が大乗

仏教の哲学的な枠組みに従 って組み立て られてい

ると確信 し,キ ング 〔11頁〕は次のよ うに述べて

いる一一 「大乗仏教思想へのガウダパーダのカー

リカーの哲学的な依存の把握なしに,こ のテクス

トの独創性の評価 を成 し遂げることは不可能であ

ろう」 と。シャンカラ以前の初期のヴェーダーン

タを理解するために,わ れわれは 『ガウダパーダ

の 『カー リカー』を検討す る必要に迫 られる。こ

の作品の背景にあるのは,ナ ーガール ジュナに

よって創始 された中観の体系,お よびアサンガ=

ヴ ァスバ ン ドゥに よ って代表 され る ヨー ガー

チャー ラないし唯識の体系などであろう。

『ガウダパーダのカー リカー善と大乗仏教哲学の

関係を明らかにすることは,今 や,避 けられない

であろう。しかし,そ れと同時に,ヴ ェーダーン

タ哲学は,ウ パニシャッド〔Upani$ad〕 と名づけ

られ る,古 代イン ドの哲学書におけるそれの哲学

的遺産を評価することな く,正 しく理解 されない

であろう。 しか し,ウ パニシャッドにおける遺産

はバ ラモン的な思考 に基づ いているのであ って,

それはブ ッダの教えに始まる仏教の遺産 と合致し

ない。例えば,仏 教においては本来的 自己はフィ

クシ ョンとして拒絶 され,ヴ ェーダーンタにおい

てはアー トマン 〔e本来的 自己〕は全面的に受け

入れ られ る。われわれは,ガ ウダパーダ に帰せら

れるアドヴ ァイタを大乗仏教から鋭 く区別 しなけ

ればな らない。 しかし,こ こに厄介な問題が存在

する。『ガウダパーダのカー リカー』は,確 かに,1

つの作品であ り,こ の作品にはシャンカラの註釈
そ

が 添 え ら れ て い る 。 し か し,聖 典 の 章 〔Agama-

Prakarana〕,虚 偽 の 章 〔Vaitothya-Prakarana〕 ,

不 二 で あ る も の の 章 〔Advaita-Prakarana〕,お
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よび旋 火寂 静 の章 〔Ala亡a5an廿Prakara孕a〕 とい

う4つ の章 か ら成 り立 つ この作 品は,単 一の テ ク

ス トでは な く,合 成 され たテ クス トで あ ると考 え

られ る。 しか も,そ れ だ けではな い。『ガ ウダ パー

ダ の カー リカー』 に対 す る シ ャンカ ラの註 釈 も,

シ ャンカ ラ自身の著作 か否か 明 らか でな いよ うに

思 われ る。 シ ャン カラの注釈 は,彼 によ って 書か

れ たか も知れ ない,あ る いは 書かれ なか ったか も

知 れな い。聖 典の章 か ら始 ま って旋 火寂静 の章 に

終 わ る 『ガ ウダパー ダの カー リカー』 が単一 の人

物 によ って 書 かれ た とは,到 底 考 え られ ない。

第4章 〔旋火 寂静 〕 は,元 来,他 の3つ の章 とは

別のテ クス トであ り,他 の3つ の章 の作者 と同一

の哲学 的な系 統 に属 す る人によ って作 られ た こと

は間違 いな いで あろ う。第4章 の冒頭 に 「…

2本 足 の中の最 も優れ ているものに,わ た くしは敬

礼す る」とい う,い わ ゆる祈願 〔maカgalacaraρa〕

が見 い出 され る。第4章 が独 立 の作 品で あ ること

は明 白で ある。カー リカーIVの 作者 は,カ0リ カー

IIお よび 皿にお いて述べ られ て いる見解 を支 持 し

て いる。そ して,第4章 は4つ の章の 中で哲 学的

に最 も洗煉 されて いる。 それ は全作 品 の半分近 く

の量 を 占めてい る。 問題 にな るのは,第4章 が独

立 の作 品で あ るか否 か とい うことでは な く,そ れ

が4つ の章 の 中で最 初 に作 られ た ものか,そ れ と

も最後 に作 られ た ものか とい うこ とで ある。 フェ

ター 〔1978年.107頁 〕 は次 の よ うに言 って い

る 「人 は第IV章 と共 に始め,そ して第1章 と共

に終 えねば な らない」と。 しか し,キ ング 〔1995

年.48頁 〕によれば,カ ーリカーIVは,カ ー リカー

IIお よび 皿よ りも後 に作 られ た よ うに思われ る。

ガ ウダパー ダ のカー リカー の第1章 は,マ ー ン

ドゥーキヤ ・ウパ ニシ ャ ッ ドに対 す る厳 密な註釈

〔bhasya〕 ではな く,ウ パニ シャ ッ ドの幾 つか の

中心的 なテー マ の説 明に過 ぎな い。「最初 のプ ラカ

ラナ は,率 直 な註釈 風の テ クス トにお いて人が期

待 す るよ うに,マ ー ン ドゥーキヤ の散文 を体 系的

に説 明 しよ うと い う真 の試 み を しな い」 こ の

よ うにキ ング 〔1995年.21頁 〕は言 う。聖 典の

章 と名づ け られ る第1章 で さえ,マ ー ン ドゥーキ

ヤ ・ウパ ニシ ャ ッ ドの厳 密な 註釈で はな い。他 の

3つ の章 はマー ン ドゥーキヤ ・ウパ ニシ ャ ッドと

結 び 付 け られて いな いの で ある。 キ ング 〔1995

年.235頁 〕に よれば,ガ ウダ パーダ の カー リカー,

II,皿,お よびIVは 同一 の一般的 な哲 学的 な立場

をは っき りと支 持 し,同 一 の哲学学 派 のメンバー

の作品 であ りそ うで ある。 特 にカー リカーH-IV

に現われ る思想 を,わ れ われはガ ウダパ ーダ ある

いは彼 の学派 の思想 と見 な して よいので はな かろ

うか?そ して,ガ ウダ パーダ のカー リカー にお

け る中心的 なテーマ は,不 生起 説 〔a.iatYvada〕,お

よび無 触 ヨー ガ 〔Aspar5a-yoga〕 で あろ う。『ガ

ウダパ ーダ のカー リカー』 は合成 され た作品 であ

るにもかかわ らず,こ の作 品 の中に"ガ ウダ パー

ダ 流 の"思 想 の 中心 の哲 学 的概 念 が 見 い出 され

る と考 え,そ れ らの概 念 は 「ア ー トマン の非 生

起 〔a/atavada〕 および アス パル シ ヤ ・ヨー ガ,

お よび それ の随 伴 す る認 識論 的 なテー マ で ある。

これ らの概念 の双方 は思 想 の中観お よび ヨー ガー

チ ャー ラ学派 か らの影 響 を反 映す る」 と,こ のよ

うにキ ング 〔49頁 〕は言 って い る。ガ ウダ パーダ

のカー リカーの成立 年代 について,キ ング は明瞭

に述 べて いな いけれ ど も,彼 は第4の プ ラカ ラナ

の作 者 を早 くて も西暦紀 元6世 紀 の中葉か ら後葉

に置 こ うと して いるよ うで ある 〔キング.46頁 〕。

ガ ウダパ ーダの カー リカー その ものは,西 暦 紀元

6世 紀 に成 立 した よ うに思 われ る。

『ガ ウダ パーダ のカー リカー』は,ガ ウダ パーダ,

ある いはガ ウダパ ーダ学派 の人 々によ って作 られ

た哲 学詩 であ り,そ れ は215の カー リカー 〔メモ

用 の詩句〕 か ら構成 されて いる。 この作品 は,あ

るひ と りの人物 によ って書 かれ た とい うよ りも,

む し ろ同一の哲学 的な系統 に属す る複 数 の作 者 に

よ って作 られた ものであ ろ う。 わた くしは,こ の

作 品を便宜 上"ガ ウダパーダ のカー リカー"と 呼

ぶ だけで あ る。わ た くしは,ガ ウダ パーダ の カー

リカーIVが 他 の3章 か ら独立 して書 かれた もので

ある こと,そ して カー リカーII-IVの 間 に多 少の
"f
amilyresemblances"〔 キ ング.1995年.236

頁〕が 存在す る ことを強 調 したい。 カー リカ`1

は,明 らか に 皿一IVと 異 な る。 カ ー リカー1は,

後 に カー リカーII-r>と 統 合 され た に違 いな い。

しか し4章 の中で最 も遅 く成立 した のは,カ ー リ

カ ーIVで あ ろ う 〔キ ング。234頁 〕。 しか し,す
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べての章に大乗仏教 の影響が認め られ る。どの

カー リカー 〔詩句〕に大乗仏教の影響が認められ

るかということについて,わ たくしはここでは言及し

ない。『ガウダパーダのカーリカー』を一読すれば,

そのことは明 らかになるであろう。大乗仏教の影

響が最も顕著な章は 「旋火寂静の章」である。第

4章 には}経 験における主客の区分の正当性を否

定して意識の不二であること 〔唯識〕を説 くヨー

ガーチ ャーラ 〔唯識説〕,中観の体系の因果律の批

判,お よびダルマ 〔dharma〕 の不生起を説 く大

乗仏教哲学の是認 〔中村元.1995年.641頁 以

下参照〕が見い出される。われわれは,カ ーリカーIV

を,い や,『ガウダパーダのカーリカー』そのものを

唯識哲学および中観哲学の文脈において解読 しな

ければならない。そうでなければ,『ガウダパーダ

カーリカー』は正しく理解され得ないであろう。

しか しなが ら,『ガウダパ0ダ のカー リカー』に

おいて説かれる"不 生起説"〔ajativada〕 がナー

ガ0ル ジュナの"ダ ルマの不生起 〔anutpada〕"

に基づ いて いると しても,ガ ウダパーダ とナー

ガールジュナの"不 生起説"は 全 く異なる。 この

世において,事 物 〔dharma〕 は何ひとつ生 じな

いと説 く点において,彼 らは完全 に同一で ある。

ガウダパーダおよびナーガールジュナは事物の変

化 を徹底 して否定する。 しかし,ナ ーガールジュ

ナにとって,こ のことは事物に固有の性質が欠け

ていること 〔nihsvabhavata〕 を必然的に伴 う

のに,そ のことはガウダパーダ 〔あるいはガウダ

パーダ学派のメンバー〕にとって絶対的な固有の

性質 〔svabhava〕 を意味するのである。ナーガー

ルジュナは変化す る事物の背後に変化 しない何か

あるもの,あ るいは本来的自己が存在する可能性

を否定する。ナーガ0ル ジュナにとって,一 切の

事物は生じていない空であるものであり,そ の存

在において他の事物 に依存し,そ れゆえに永遠で

はない。しかるに,ガ ウダパーダは,一 切の事物

の根底 に存在する不二である何かあるものを真理

として肯定す る。

『ガウダパーダのカー リカー』の作者,あ るいは

作者たちは,生 じていない何かあるもの,あ るい

は同じことだが,本 来的 自己 〔atman〕 を認める。

仏教の哲学者 とアドヴァイタ ・ヴェーダーンタ哲

ぶんすいれい

学 者 を分 ける分水嶺 はアー トマ ン 〔atman.自 己〕

とアナー トマ ン 〔anatman.非 自己〕,あ るいは

固有 の性 質 〔svabhava.自 性〕 と非固有 の性 質

〔nihsvabhava.非 自性〕をめ ぐる論争 〔キ ング.

1998年.403頁 〕 で ある。

『ガ ウダ パーデ ィーヤ ・カー リカー』 は変 化 しな

い,不 二で あ るものの概念 に基づ いて いる。 変化

しな い,不 二で あるもの一 一 それが 神で あ るアー

トマ ン 〔本来 的 自己〕と名づ け られ る 〔カー リカー

II,12〕 。 「どんな個別 的 自己 〔ノlva〕 も存在 しな

い。 それ の生成は存在 しな い。 これ が最 高 の真理

で あ る。そ こ に お い て は 何 ひ と つ 生 まれ な い」

〔カー リカII48〕 このよ うに言 われ る。 個

別的 自己 は否定 され る。それ は生成 す るか らであ

る。 しか し,ガ ウダ パーダ は生成 しな い 自己,生

まれ な い 自己 を 書 外 に肯 定 して い る。 第4章 の

カー リカー71に おいて も,カ ー リカー 皿,48と

全 く同 じ詩 句が見 い出 され る。 カー リカーIV,5

にお いて も,生 まれ て いない もの 〔a/ati〕が ガ ウ

ダパ ーダ の学派 によ って認 め られ て いる。そ こで

は,「 〔生 まれ て いない ものが〕論 争 を離 れ てい る

ことを,お 前 たちは知れ!」 と言 われ て いる。ガ

ウダ パーダ に よって,カ ー リカーIVに お いて個別

的 自己で はな く,生 まれて いな い 自己が 最高 の真

理 と して 認め られ てい る一 このよ うに,わ た く

しは考 える。 しかるに,中 村博 士 〔1955年.657

頁〕 は次 のよ うに言 う 「… 第四章 は無 我説

を是認 して ゐ るので あ り,正 統ヴ ェーダ ー ンタ哲

学伝統 の アー トマ ンの観念 が棄て られ てゐ るので

あ る。第 四章 では アー トマ ン或ひ はブ ラ フマ ン に

は一言 も言及 してゐ ない。実 に こ こで は,無 我空

無相唯識 の立場 が基本 とな って ゐるの であ るJと 。

中村博士 によれば ガウダパー ダ ・カーリカーIVに お

いて アー トマ ンの観 念が 棄 てられ ているので ある。

私 見 によれば そ こでは個別 的 自己 〔ノ舶 〕は 否定

されて い るけれ ども,生 まれ いな い 自己 〔atman〕

は不二 で ある もの,最 高の真 理 と して言 外 に意味

されて い るのであ る 〔カー リカ`N,57参 照〕。

『ガ ウダパー ダの カー リカー』IVの 中心 的な テー

マは"無 触 ヨーガ"〔aspar5a-yoga〕 で あ る。"無

触 ヨー ガ"は 不 二 の もの で あ る認 識 〔ヨー ガ ー
たいぜっ

チ ャー ラにおけ る+c唯 識"〕 の状 態で あ る。 松 明の
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震動を例に挙げて,ガ ウダパーダは 「… 認識

の震動は把握および把握するものという仮象を有

する」 〔IV,47〕 と言 う。認識 心,お よび思考

は,ガ ウダパーダの思想においては同義語である。

認識ないし思考の震動によって把握す るもの,お

よび把握され るべきものという"仮 象"〔abhasa〕

が生じる。認識するもの,お よび認識 されるべき

ものとい う2元 性は仮象であり,実 際に存在する

のは認識ないし思考である。認識するもの,お よ

び認識 されるものという,われわれの経験は認識

思考,あ るいは心の中に覆われているのであって,

われわれは心の外に事物 〔vastu〕 を経験するの

ではない。 しかし,わ れわれの心そのものは,決

して究極の存在,あ るいはアー トマン 〔本来的自

己〕ではない。把握するもの,お よび把握される

ものなしに心は存在 しな いか らである。ガ ウダ

パーダによって認識ないし思考と名づけられるも

のは 日常的な経験 に過ぎない。把握するもの,お

よび把握 されるものという2元 性か ら解放される

こと一一 それがガウダパーダ哲学の目的に違いな

い。「実に,思 考が思考の存在しない状態になった

時に,ま さに2元 性は知覚されない」〔カー リカー

皿,31〕 のであり,そ のような状態に到達 した時

に,人 は次のように言えるのである 「把握され

るべきものが存在 しない所では,そ れは把握しな

い」 〔カー リカー皿,32〕 と。思考のない状態に

到達 した時に,人 はもはや2元 性という名の仮象

を経験せず,不 二である,生 まれていないものを

知るようになる。そ して,不 二であるもの,生 ま

れていないものは,ガ ウダパーダの思想において

本来的 自己,あ るいはアー トマンとして認識 され

るのではなかろうか?し かし,ガ ウダパーダあ

るいは彼の学派の人々が 「旋火寂静の章」におい

て扱ったのは"不 二であるもの"な いし"生 まれ

ていないもの"で はな く,わ れわれの経験の現象

学 的 な 観 察 で あ った。心 あ る い は 認 識 の 震

動 〔spandito〕 と して のマー ヤー 〔maya,幻

術 ・幻影〕に,ガ ウダパーダは深 い関心 を抱 き,

ヨーガーチ ャーラから多 くを学んだに違 いない。

カプラン 〔1983年339頁 〕は,『ガウダパーダの

カーリカー』に現われるマーヤーについて次のよう

に言 って いる一 「現 象学 的原 理 と しての マー

ヤー は知覚す る もの,お よび知識 され てい るもの

〔grateya-grahaka〕 と しての心 の顕現 〔abhasa〕

で あ り,そ こにお いて は,こ の顕 現は2つ の独 特

の実在 〔vas加 〕 で あると想像 され て いる」 と。

『ガ ウ ダパ ーダ の カー リカー』 は初 期 のヴ ェー

ダー ンタの哲学 的断片 であ り,シ ャンカ ラ以 前の

作品で あ る。この作 品の作 者 あるいは作 者た ちは,

彼 あ るいは彼 らの独特 な 思想 を形成 す るため に,

大乗仏 教,特 にナーガ ールジ ュナの 中観 の体 系お

よび アサ ンガ/ヴ ァスバ ン ドゥの唯識 の体 系 を信

頼 し,大 乗仏教 の アイデ アお よび 用語 を取 り入 れ

た。 しか し,ガ ウ ダパ ー ダ あ るい は 彼 の 学 派 は

ヴ ェー ダー ンタ と仏教 を分け る思 想的 な相 違 に気

付 いて いなか った。彼 らは仏教徒 と和解 す る道 を

模 索 したので ある。 しかし,ガ ウダパ ーダの弟 子

の弟子 であ ると伝 え られ るシ ャンカ ラはア ドヴ ァ

イ タ ・ヴ ェーダ ー ンタの創始 者 と して,反 仏教 的

な態度 を示 し,仏 教 を徹底 して攻撃 した。 しか し,

シ ャンカ ラはガ ウダパーダ 流の1元 論 を発 展 させ

るため に,『ガ ウダパ ーダの カー リカー』を必 要 と

したの であ る。ガ ウダパ ーダ と同 じよ うに,シ ャ

ンカ ラもまた不二 で あるアー トマ ン,生 まれ な い

アー トマンの信奉者 で ある。 ガ ウダ パーダ の カー

リカー を正 し く理解 す るこ とな く,シ ャンカ ラの

ヴ ェーダ ーン タ哲学 を理解す る ことは不可能 で あ

る。 「これ に もか かわ らず,ア ドヴ ァイ タ・ヴ ェー

ダ ーン タのルー ツを理解 しよ うとい う彼 らの企 て

にお いて,学 者 た ちは 『ガ ウダパーデ ィーヤ ・カー

リカー』を見落 し続 けて来 た」〔キ ング.1995年.

203頁 〕 このよ うに,リ チ ャー ド ・キ ング は

言 う。 率直 に言 うと,わ た くし自身 も,実 は,『 ガ

ウダ パーダ のカー リカー』 を長期 間,見 落 し続 け

て来 たので ある。 わ た くしがガ ウダパー ダの この

作 品 の 翻 訳 を 終 え た の は,1968年 の12月16

日 〔月曜 日〕で あ った。そ の時 に,わ た くしは36

歳 で あった。わ た くしは,ま だ大学 院の博 士課程

に在 学 していた。30数 年 もの間,わ た くしは 『ガ

ウダ パーデ ィーヤ ・カー リカー』 の完 訳 を放置 し

た ま まで あ った。 そ して,長 い休息 の後 に,こ の
すい ニう

旧訳 を推敲 し,今,よ うや く,わ た くしは 『ガ ウ

ダパ ーダ のカー リカー』 の新訳 を発表す る機会 に

恵 まれ たので あ る。
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ガ ウダ パ ーダ の カー リカーの翻訳

第1章 聖 典

1.ヴ ィシュヴ ァ 〔目覚めている状態〕 は,実

に,す べてに行き渡 り,そ れの認識は外へ

向け られている。 タイジャサ 〔夢を見てい

る状態〕の認識は,内 へ向け られて いる。

同様にプラージュニャ〔熟睡 している状態〕

の認識は,認 識の塊である。 まさに1つ で

あるものが3重 に伝えられている。

2.ヴ ィシュヴァは右の目の前部 に,タ イジャ

サは思考器官の内部に,そ してプラージュ

ニ ャは心臓の中の虚空にある。それは身体

の中に3重 に位置 している。

3。 実にヴ ィシュヴァは常に粗大なものを楽 し

み,タ イジャサは微細なものを楽しみ,同

様にプラージュニャは歓喜を楽 しむ。楽 し

みω を3重 に知れ!

4.粗 大なものはヴィシュヴァを満足させ,微

細なものはタイジャサを満足させ,同 様に

歓喜はプラージュニャを満足させる。満足

を3重 に知れ!

5.3つ の領域にお いて,楽 しまれ るべき も

の②,お よび楽 しむもの(3)としてこの双方

を知っている人一 一彼は,楽 しみながら(4)

汚 されない。

6.存 在 している事物の生起は,確 定されてい

る。息は,一一切を生じさせる。プルシアは

意識の光線 〔個別的な自己)を 個々に生じ

させる。

7.流 出 〔訟創造〕について熟考する他の人々

は,生 み出す ことを 〔プルシアの〕力の顕

現であると考える。流出は夢と幻影と同じ

性質を帯びる,と,他 の人々によって想像

されている。

8.流 出は主の単なる欲求だけ 〔に帰 されるべ

き〕である,と 流出について確信 している

人々は考える。時間について熟考 している

人々は,時 間から事物が生み出される,と

考える。

9.流 出は 〔主が〕楽しむ 〔経験する〕ためで
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ある,と,あ る人 々は言 い,〔 それ は主が 〕

戯 れ るた めで あ る,と,他 の人 々は 言 う。

これ は,こ の神 の固有 の性 質 であ る。欲 望

を達 成 した もの に,ど んな欲求 が あ るの で

あろ うか?⑤

10.一 切 の苦 しみ を消 滅 させ る能 力の あ る主,

不滅 で あ って不二 であ り,一 切 の事 物の神

で あ り,一 切 に行 き渡 ってい る もの,そ れ

は,ト リヤ 〔第4の もの〕 で ある と伝 え ら

れ る。

11.ヴ ィシ ュヴ ァ,タ イジ ャサ の2つ は,原 因
けば く

と結果 によ って繋縛 されて い る,と 認 め ら

れ る。 しか しプ ラー ジ ュニ ャは原 因 〔だ け〕

に よ って繋縛 され て いる。〔原 因 と結果 とい

う〕そ の2つ は トゥ リヤ 〔第4の も の〕 に

お いて成 立 しな い。

12.自 己 も,他 の もの も,真 理 も虚 偽 も,プ ラー

ジ ュニ ャは何ひ とつ知 らな い。 トゥ リヤ は

常 に一切 を見 て い る。

13.2元 の非 把握 は,プ ラージ ュニ ャと トゥリ

ヤの2つ にお いて等 しい。 プ ラー ジ ュニ ャ

は,種 子 と して の眠 りと結び付 け られ て い

る。 そ して,そ れ は トゥリヤ には見 い出 さ

れ ない。

14.最 初 の2つ の 〔ヴ ィシ ュヴ ァとタ イジ ャサ〕

は夢 と眠 りと結び付 け られ て いる。しか し,

プ ラージ ュニ ャは,夢 を見 な い眠 りと結び

付け られて いる。〔1元 につ いて〕確 信 して

い る人 々は,ト ゥ リヤにお いて眠 りも夢 も

見 な い ⑥。

15.真 理 を誤 って把握 す る人に は夢 が,真 理 を

知 らな い人には 眠 りが あ る。 それ らの誤 謬

が 尽き る時 に,人 は トゥ リヤ の立場 に到達

す る。

16.始 ま りのな いマー ヤー 〔幻影〕 ゆ えに眠 っ

て い る個別的 な 自己 が 目覚 め る時,そ の時

に 生まれ ていな い,眠 らな い,夢 を見 な い,

不二 であ るもの を,彼 は知 覚す る⑦。

17.も しも現 象界が 存在す るとすれば ,疑 いも

な く,そ れは消 滅す るで あろ う。 この2元

は,マ ーヤー 〔幻影〕 に過 ぎず,究 極 的 に

不 二 のもの 〔だ け〕が 〔存在 す る〕。



18.も しも,誰 かによ って妄 想が想像 され る と

すれば,そ れ は消滅す るで あろ う。 この 〔妄

想 され て い る〕学 説 は,教 え 〔の有 用 性〕

ゆえ に 〔存 在す る〕。 〔最高 の真理が〕 知 ら

れ て いる時 に,2元 性 は存在 しな い ⑧。

19.ヴ ィシ ュヴ ァにアで ある状 態 〔atva〕 が 存

在す る ことを表 現 しよ うとす る欲求が あ る

時 に,最 初 〔2di〕で あ ると い う共通 性 は

著 しいで あろ う。 そ して 〔ヴ ィシュヴ ァお

よびAUMに おけ るAと い う〕音 素の一致

にお いて,ま さに到達 〔apti〕とい う共通

性が 〔著 しいで あ ろう〕。

20.タ イジ ャサ のウ とい う状 態 〔utva〕 の認 識

にお い て,高 揚 〔utkarsa〕 〔と い う共 通

性〕が明 瞭 に見 られ る。〔タイジ ャサ お よび

AUMに お け るAと い う〕音素 の一致 にお

いて,双 方で あ る状態 〔ubhayatva〕 〔と

い う共通性 〕 は,こ の よ うな ものであ ろ う

〔すな わち,そ れ は明瞭 に見 られ る〕。

21.プ ラー ジュニ ャが ム 〔M〕 と い う文 字 であ

るこ とに関 して,〔それ に よって残 りの2つ

が測 られ る〕 測定 〔mana〕 とい う共 通性

が著 しい。〔プ ラー ジ ュニ ャお よびAUMに

おけ るMと い う〕 音素 の一致 にお いて,ま

さに没 入 〔laya〕とい う共通性が 〔著 しい〕。

22.3つ の領 域 にお いて,等 しい共通性 を知 っ

て いる確 信 の人一 一彼 は,偉 大 な聖者(9)で

あ り,一 切 の生き ものによ って尊敬 され る

べ きであ り,崇 拝 され るべ きであ る。

23.ア 〔A〕とい う文字 はヴ ィシ ュヴ ァに導 き,

ウ 〔U〕とい う文字 もまた タイジ ャサへ 〔導

く〕。更 に,ム 〔M〕 と い う文 字 は プ ラー一

ジ ュニ ャへ 〔導 く〕。 非音 素への道 は存在 し

な い(10)。
ごと

24.オ ーム音節を人はパーダ 〔4分 の1〕 毎に

知 るべきである。疑いもな く,4分 の1は 音

素である。オーム音節をパーダ毎に知って,

人は何も考えるべきではない。

25.人 はプラナヴ ァ 〔聖音オーム〕に心を結び

付けるべきである。プラナヴ ァは恐れを知

らぬブラフマンである。プラナヴァに常に

結び付けられている人には,ど こにも恐怖

は存在 しな い。

26.実 に,プ ラナヴ ァは よ り低 いブ ラフ マ ン,

そ してプ ラナヴ ァは よ り高 いブ ラフマ ンで

ある と伝 え られ る。プ ラナ ヴ ァは前 も有 し

て いな けれ ば,後 ろ も有 していな い,内 も

有 してい なければ,外 も有 して いな い(il)。

それ は不滅で ある。

27.実 に,プ ラナヴ ァは一切 の始 めで あ り,中

間 であ り,同 様 に終わ りで ある。 なぜ な ら,

このよ うにプ ラナヴ ァを知 って,人 はそ の

直 後 に,〔プ ラナヴ ァに〕到達 す るか らで あ

る。

28.実 に,人 はプ ラナヴ ァを一 切の心 臓 に宿 る

イー シ ュヴ ァラ 〔主〕で あ ると知 るべ きで

ある。 一切 に行 き渡 るオー ム音 節 の ことを

考 えて,賢 者 は悲 しまない。

29.音 素を有 しな いけれ ど も,無 限の音 素 を有

し,2元 性 の消滅 〔の原 因〕で あ り,吉 祥 で

あ ると,あ る人 によ ってオ ーム音 節が 知 ら

れて いる時 に,そ の よ うに知 ってい る人が

賢者で あ り,他 の人はそ うでは な い(12)。

第2章 虚 偽

1.夢 にお いて は一切 の事 物は虚偽 で あ る,と

賢 者た ちは言 う。 それ らは覆 われ て いるが

ゆえ に。それ らは 内部に存在 す るがゆ えに。

2.時 間 は長 くな いのだか ら,人 は 〔夢 の 中で,

さまざまな〕場 所 に行 って,〔 それ らの場所

を実 際に〕見 るので はな い。 そ して,実 に,

目覚 めた時 に,各 人は,〔 夢 の中で行 った)

場所 には存在 しな い。

3.〔 夢 の 中で見 られ る〕車な どの非 存在 は,論

理 に基 づ いて 聖典 〔訂u切 に説 か れ て い

る(13)。実 に,そ れ によ って証 明 され た虚偽

は夢 にお いて明 白であ る,と 彼 らは言 う。

4.そ れ ゆえに,個 々の事物 は内部 に存在す る

ゆえ に,目 覚め ている状態 にお いて 〔虚偽

で あると〕 伝え られて いる。 そ こにお いて

そ うで あ る 〔内部 に存在す る〕 よ うに,夢

にお いて も,同 様 であ る。 覆われ て いる と

い う状 態 ゆえ に,〔 夢 は 目覚 めて い る状 態

と〕 異な る(14)。

58



5.夢 お よび 目覚 めて いる状 態は,実 に1つ で

あ る,と 賢者 た ちは言 う。 まさに,よ く知

られて いる理 由によ る,〔2つ の 状態 におけ

る〕個 々の事物 の共通性 ゆえで ある。

6.始 め におい て,そ して終 わ りにおいて存在

しな い もの,そ れは現在 にお いて も同様 で

あ る。〔個 々の事物は〕虚偽 に似 てい るけれ

ど も,虚 偽 で ない と見な されて いる。

7.〔 目覚 めてい る状 態 にお いて,個 物が〕効用

を有す ると い うことは,夢 にお いて反駁 さ

れ る。 それ ゆえに,良 く知 られ てい るよ う

に,始 めと終わ りを有す るがゆ えに,そ れ

らの事物 は虚偽 に他 な らない,と 伝 え られ

てい る。

8.実 に,〔夢 の 中で経験 され る〕異常 な ことは,

天 の住 人の 場合 の よ うに,〔 夢 を見 る とい

う〕 状態 に あ る人の性 質 で あ る。 ま さに,

この世 にお いて 良 く教え られ て いる人の よ

うに,〔夢 を見 る とい う状 態 にある〕この人

は,〔 そ こに〕行 って,個 々の事物 を見 るの

で ある。

9.夢 の状 態 にお いて さえ,内 的 な ものと して

心 に よ って想像 された ものは存 在 しな い,

外的 な もの として心 によ って捉 え られ た も

の は存 在す る 〔と,人 は考 え る〕。〔しか し〕,

これ らの双方 の虚偽 であ ることが見 られ る

〔経験 され る〕。

lo.し か し,目 覚 め て い る状 態 にお い て さえ,

内的な ものと して心 によ って想像 され てい

るもの は存在 しな い,外 的な もの として心

に よ っ て 捉 え られ て い る も の は 存 在 す

る 〔と,人 は考 える。 しか し〕,こ れ ら双 方

は虚 偽で あ る,と い うのが 正 しい(15)。

11.も しも,双 方 の状 態 〔目覚 めて いる状態 と

夢 を見て い る状態〕 にお いて さえ,個 々の

事物 が虚偽 で ある とすれば,誰 が,こ れ ら

の個 々の事物 を知覚 す るのであ ろ うか?

実 に,誰 がsそ れ らの事 物 を想 像す るので

あ ろ うか?

12.神 で ある アー トマ ン 〔自己〕 は,み ず か ら

のマー ヤー 〔幻 術 ・幻影〕 を通 じ,自 己 自

身 によ って 自己 を想像す る。 ま さに,そ れ
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が 個 々 の 事 物 を 知 覚 す る と い う の が,

ヴ ェーダー ンタの結論 で ある。

13。 彼 の心 が外に 向け られ た時 に,こ の よ うに

彼 は彼 の心の 中に置 かれて い る,固 定 され

た他 の 事物 を,多 くの形 態 に お いて 作 る。

この よ うに主 は想像す る。

14.実 に,心 の時間 ㈹ に よ って 制約 されて い る

内的な もの,お よび 〔過去 と未来 と い う〕2

つの時 間によ って制約 され てい る外 的 な も

の一 それ らは,す べ て,ま さに想像 され

て いる。 〔2つ の間 の〕区別は,他 の ものを

原 因 と して有 しない。

15.内 部 に あ って,ま さに不 明 瞭 で あ る もの,

および,外 部 にあ って,ま さに明瞭 で ある

もの一 それ らはすべ て,ま さに想 像 され

て い る。 〔2つ の間 の〕 区別 は感 覚 器 官 の

内部 にある。

16.〔 主は〕最 初 に生命 〔=個 別 的 自己〕を想像

し,そ れ か ら,ま さに外的 お よび 外的 な種 々

の種類 の事 物 を 〔想像 す る〕。 人 は,知 って

いるよ うに,そ のよ うに記憶す る。

1乳 暗 闇の 中で確 定 され て いな い縄 が蛇,水 の

細 い流 れ な ど と して想 像 され て い る よ う

に,そ のよ うに自己 も想 像 され て いる。

18.縄 が確 定 され た時 に想像 が 消 滅 し,〔 それ

は〕縄 に他 な らな い とい う1元 性 が 〔生 じ

る〕 よ うに,そ のよ うに 自己 の性 質 が確定

され る。

19。 〔自己は〕生気 を始 め,こ れ らの無限 の事物

として想 像 され て い る。 これは,あ の 神 〔自

己〕のマー ヤー 〔幻術〕であ り,そ れ に よっ

て,そ れ は,み ず か ら惑 わ され る。

20.〔 自己は〕生気 で ある,と 生気 を知 って いる

人 々は 〔想像 し〕,〔それ は〕 元 素 で あ る,

と元素 を知 って い る人 々は 〔想像 し〕,〔そ

れ は〕 グナ 〔構成 要素〕 で あ る,と グ ナ を

知 って いる人 々は 〔想 像 し〕,〔そ れは〕 原

理で あ る,と 原理 を知 って い る人 は 〔想 像

す る〕(17)。

21.〔 そ れ は〕 パ ー ダ 〔4分 の1〕 で あ る,と

パー ダを知 って いる人 々は 〔想 像 し〕,〔そ

れは〕 〔感覚 器官 の〕対 象で あ る,と 対 象 を



知 って い る人 々は 〔想像 す る〕。〔それ は〕諸

世 界 で あ る,と 諸 世 界 を知 って い る人 々

は 〔想 像 し〕,〔それ は〕神 々であ る,と 諸

世 界 を知 って いる人 々は 〔想 像す る〕。

22.〔 そ れ は〕 ヴ ェー ダで あ る,と ヴ ェー ダ を

知 って いる人 々は 〔想像 し〕,〔そ れは〕 祭

祀 で ある,と 祭 祀 を知 って いる人 々は 〔想

像 し〕,〔それ は〕 楽 しむ もので あ る,と 楽

しむ ものを知 って いる人 々は 〔想像 し〕,〔そ

れは〕 楽 しまれ るべ き もので ある,と それ

を知 って いる人 々は 〔想像す る〕。

23.〔 それ は〕微 細 な ものであ る,と 微細 な もの

を知 って いる人 々は 〔想像 し〕,〔それは〕粗

大 な もので あ る,と,そ れ を知 って いる人 々

は 〔想像 し〕,〔それは〕形 態 を有 して いる

もので あ る,と 形態 を有す るものを知 って

い る人 々は 〔想 像 し〕,〔それは〕 形態 を有

し ない もの で あ る,と 知 って いる 人 々は,

〔それは〕形態 を有 しない もので あ る,と 〔想

像 す る〕。

24.〔 それ は〕時 間で あ る,と 時 間を知 ってい る

人 々は 〔想 像 し〕,〔それ は〕 方 角 であ る,

と方 角 を知 って いる人 々は 〔想像 し〕,〔そ

れ は〕学説 であ る,と 学説 を知 って いる人 々

は 〔想像 し〕,〔それ は〕諸 世界で あ る,と

諸 世界 を知 って い る人 々は 〔想像す る〕。

25.〔 それは〕思考 で ある,と 思考 を知 って いる

人 々は 〔想 像 し〕,〔そ れ は〕 知 性 で あ る,

とそれ を知 ってい る人々は 〔想像 す る〕。〔そ

れ は〕心 〔citta〕で あ る,と 心 を知 ってい

る人 々は 〔想像 し〕,〔それは〕法 と不法 で

あ る,と,そ れ らを知 って いる人 々は 〔想

像 す る〕。

26.〔 自己 は〕25〔 の原理〕 か ら成 り立 つ,と,

あ る人 々は言 い,〔 それは〕26〔 の原理〕か

ら成 り 立 つ,と 他 の 人 々 は 言 う。 〔そ れ

は〕31〔 の原 理〕 か ら成 り立 つ,と,あ る

人 々は言 い,〔 それ は〕無限で ある,と 他 の

人 々は言 う。

27.諸 世 間 を知 って いる人 々は,諸 世間 を 〔自

己 として〕告げ〕,人 生の段階 を知 って いる

人 々は,〔 それ を〕人 生の諸段階 として 〔告

げ 〕,文 法 家は 〔それ を〕女性,男 性,中 性

として 〔告げ〕,そ れ か ら他 の人 々は 〔それ

を〕よ り高 い もの,お よび よ り低 いもの 〔2

つ のブ ラフマ ン〕 として告 げ る。

28.〔 そ れ は〕流 出 〔創造〕 で あ る,と 流 出 を

知 って い る人 々は 〔想 像 す る〕。 〔それ は〕

没 入で ある,と,没 入を知 って いる人 々は

〔想 像す る〕。 〔それ は〕持 続で あ る,と 持続

を知 っている人 々は 〔想像す る〕。そ して,こ

こにお い て,す べ て 〔の個 々 の事 物〕 は,

常 に 〔自己で ある,と 想像 され る〕。

29.誰 か に人が 示す か も知れ な いそ の事 物 を,

そ の人は見 る。 そ して,あ の事物 は,そ の

人にな って,彼 を守 る。 その事 物 に対 す る

執着 が,彼 に近づ いて来 る。

30.こ れ 〔自己〕 は,こ れ らの事物 か ら分離 し

ていない のに,ま さに分離 して いる と認 め

られ て いる。 このよ うに真 に知 って いる人

彼 は,た め らう こ とな く,〔 自己 を〕

想像 し得 るので ある。

31.夢 と幻影 が 〔虚偽 であ る,と 〕見 られて い

る よ うに,ガ ンダル ヴ ァの都 市 〔塵気 楼〕(18)

が 〔虚 偽で あ る,と 〕見 られ て いる よ うに,

ヴ ェーダに精通 して いる人 々によ って,こ

の 一切 は,そ のよ うに見 られ てい る。

32.消 滅 す ること もな く,生 起す る こともな く,
けば く

繋 縛 され て い る も の も な く,〔 解 脱 と い

う〕 目標 を得 よ うと して い るも の もな く,

解脱 しよ うと欲 して い るもの もな く,ま こ

とに,解 脱 して いるもの もいな い。 これが,

最 高の真理 で あるq9)。

33.こ れ 〔自己〕は不二 であ るもの(20)に よ ってr

存 在 して い な い事 物 と して 想 像 され て い

る。事物 もまた,ま さに,不 二で あ るもの

によ って 〔想像 され て いる〕。それ ゆ えに,

不二で あ るものは吉祥で あ る。

34.自 己で あ るものと して,こ の宇宙 は多様 で

はな い,み ずか らの性質 によ って さえ 〔多様

で は〕な い。何 ひ とつ,個 別 的 で は な い,〔何

ひ とつ〕,非 個 別 的で は な い。 真 の性 質 を

知 って い る 人 々は,こ の よ うに 知 って い

る(21)。
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35.実 に食欲,恐 怖,怒 りが去 ってヴ ェーダの

彼岸に行った賢者たちによって,こ の想像

を離れているもの,現 象界の消滅 不二で

あるものが見 られている。

3fi.そ れゆえに,こ のように,こ れ 〔自己〕を

知って人は不二であるものに 〔彼 自身の〕

記憶を固定すべきである。不二であるもの

に到達 して,人 は,無 感覚な存在のように

世間において行動すべきである。

37.賞 讃を離れ,敬 礼を離れ,ま さに 〔祖霊祭
さけ

における〕 スヴァダーの叫びを離れ,絶 え

ず転変するものを住み家 とし,人 は,偶 然

に一切 を委ね る禁欲主義者 にな るべ きで

ある。

38.内 部において真の性質を見,外 部において

真の性質を見,真 の性質になって,そ れを

楽 しみ,人 は真の性質か ら逸脱するように

なるべきではない。

第3章 不 二で あるもの(22)

1。 ブ ラ フ マ ン が 生 まれ た 〔と見 な され る〕

時 に,ウ パーサナー 〔瞑想〕 に基づ くダル

マ 〔宗 教 的 義務〕 が 生 じる。生 起 以 前 に,
一切は 生 まれ て いな い

。それ ゆ えに,あ の

もの 〔ダル マ〕 は悲惨 で ある,と 伝 え られ

て いる。

2.そ れ ゆ え に,平 等 な状 態 に 到達 して い る,

生 まれ て いな い とい う,悲 惨 でな いもの に

つ いて,わ た くしは語 ろ う。至 る所で 生 じ

つ つあ る 〔と想定 され る〕 何 かあ るものは

〔実 際 には〕 生 じな いとい うことを,〔 わた

くしは語 ろ う〕。
つぼ

3.壷 の 中 の虚 空 に よ って,自 己 〔ア ー トマ

ンユ は,実 に,虚 空の よ うに生命 〔個別 的

自己〕 として現 われ た。そ して,壺 な どの

よ うに,そ れ は集 合体 として 〔現 われ た〕。こ

れ が,生 まれ る ことについて の実例 であ る。

4.壺 な どが 破壊 され る時 に壺 の中の虚 空な ど

が虚 空 の中 に没 入す るよ うに,そ のよ うに

個別 的 自己は,こ こにおいて,自 己 の中 に

没 入す る。
ち り

5.1つ の壺 の中の虚 空が塵,煙 な ど と結び 付
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け られて いる時 に,一 切 の壺が 〔それ ら

と〕結び付けられていないように,個 別的

自己は幸せ 〔sukha〕 などと 〔結び付けら

れていない〕。

6.〔 壺などの中の虚空については〕実に,至 る

所で,形 態,作 用,名 称は異なる。〔しかし〕

虚空に相違は存在 しない。そのように個別

的 自己について決定されている。

7.壺 の 中の虚空 が,虚 空 の変化 した もの,

あるいは,1部 分でないように,そ のように

個別 的 自己 は常 に 自己の変 化 した もの,

あるいは,〔 それの〕1部 分ではない。
そら

8.子 供 に とって,空 が 汚れ に よ って汚 され る

よ うに,そ のよ うに 目覚 めて いな い人 々に

とって,自 己 も汚 され るよ うにな る。

9.死 ぬ時 も生 まれ る時 も,行 く時 も来 る時 も,

一切 の 身体 に とど ま って い る時 も
,〔 自己

は〕虚 空 と異 な って いな い。

10.一 切 の集 合体 は,夢 の よ うに 自己 の マー

ヤー 〔幻 影〕 によ って,み ず か らの 中か ら

流 出 させ られ た。実 に,〔 それ らが〕優 越 し

て いる,あ るいは一切 は 同一で あ るとい う

ことに つい て 〔集 合 体 の存 在 を 説明 す る〕

証拠 は存在 しな い。

11.実 に,〔食物 の}精 髄な どで あ るコー シ ャ〔容

器,覆 い〕は,タ イ ッテ ィ リー ヤ カ(23)に

お いて説 明 され てい る。 それ らの コー シ ャ

の 自己は,最 高 の生命 と して虚 空 のよ うに

顕現 されて い る。

12.蜜 の知識(24)に お いて,対 にな って ,最 高 の

ブ ラフマンが 明 らか にされた,大 地 お よび

腹 にお いて虚空 が 明 らか に され た よ うに。

13.個 別的 自己 〔jlva〕および 自己は 異な らな

いゆえ に,そ れ は,ほ め られ る。 多様 性 は

非難 され る。そ して,こ のよ うに して 〔初

めて〕正 しいの であ る。

14.生 起 以前 にジー ヴ ァ 〔個別 的 自己 〕 とアー

トマン 〔自己〕 が別 々で ある と告 げ られ た

こと,そ れ は,未 来 に言及 して い るゆえ に

第二 義的で あ る。 なぜ な ら,〔 それが 〕第 一

義的 であ る 〔第一 義意 味 を有 す る〕 とい う

ことは正 し くな いか らであ る。



15.粘 土,銅,火 花 な ど 〔の実例〕(25)によって,

さまざ まに説かれ た流 出 〔e創 造〕 それ

は 〔ジーヴ ァとアー トマ ンが 不二で ある と

い う立 場へ 人を〕導 き入れ るため の手段 〔=・

方便〕で ある。〔それ らの2つ の間 に〕相違

は存在 しな い。

16.劣 った,凡 庸 な,優 れた見解 を有す る3重

の人 生の段 階が存在 す る。 この瞑想 は 同情

か ら,そ れ ゆえ に(26),教 え られ た。

17.2元 論者 は彼 ら 自身の学説 の立場 を断 固 と

して 確信 して いる。彼 らは互 いに矛盾 して

いる。 〔しか し〕,こ れ 〔自己〕が 存在す る

とい う,こ の 〔見解〕は彼 らと矛盾 しな い。

18.な ぜ な ら,不 二 〔=1元 性 〕 は最高 の真理

で あ って,2元 性 は,そ れの差異 で ある と言

われ るか らで あ る。彼 ら 〔2元 論者〕に とっ

て2元 性 は両 面 に 存在 す る。 そ れ ゆ え に,

これ 〔この見解 。1元 論 〕は,〔2元 論 者 の

見 解 と〕 矛盾 しな い。

19.実 に,こ の生 まれて いな いもの 〔不 二で あ

る もの〕 は,マ ー ヤ ー(27)に よ って 異 な る

よ うにな る。 決 して他 の仕 方に よ ってで は

な い。 実 に,現 実 に,そ れ が異な るよ うに

な る時 に,不 死 なる ものは死すべ き状態 に

達す るで あろ う。

20.あ る論者 たちは,ま さに,生 まれ て いない

事物 の 出生を望 む。 〔しか し〕,実 に,ど の

よ うに して,生 まれて いな いもの,不 死 で

ある事物 が,死 すべ き状 態 に到 達す るので

あろ うか?

21.不 死 な る ものは 死す べ き もの にな らな い,

同様 に死 すべ き もの は不 死な る ものにな ら

な い。本 来の性 質の変化 は,あ り得 な いで

あろ う。

22.そ れの 固有の性 質(28)に よ って,不 死 で ある

事 物が死 すべ き状態 に到 達す る,そ の人に

と って,そ れ は,作 られ た もので あるが ゆ

えに,ど の よ うに して,そ れ は不動 の まま

〔変 化 しない まま〕で あ ろ うか?

23.存 在 して い るもの,あ るいは存 在 して いな

い ものか ら流 出 され つつ ある こと 〔創造 さ

れ つつ ある こと〕 に関 して,ヴ ェー ダ聖典
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は同一で あ る〔それ らの2つ を認 める〕。論

証 と結び付 け られ,そ して確 定 されて い る

もの一 それが聖 典の趣 旨で あ って,他 の

ものではな い。

24.に ごには,ど んな多様性 も存在 しない」(29),

そ して また,「 イン ドラは彼 の幻 術 〔マー

ヤー〕 に よ って 〔多 くの形態 を帯び て さま

よ う〕」(30)とい う,聖 典 の文句 か ら,「 まだ

生まれて いない彼 は,幻 術 によ って,さ ま

ざ まに生 まれ る」(3Dと い う,〔 聖 典 の文 句

か ら〕。

25.生 成 の論破 か ら(32)生 成 は否定 され る。 「誰

が,彼 を生 じさせ るので あろ うか?」(33)と,

このよ うに 〔生成 の〕 原 因が否定 され る。

26.「 これが"そ うで はない,そ うでは ない"」(34)

とい う 〔この聖 典 の文 句の〕説明 は,〔 自己

は〕把握 され得 ない もので ある とい う理 由

か ら,一 切 を否 定す るので ある。 生まれ て

いない ものが 明 らか になる。

27.マ ーヤー によ って実 に,存 在 が生 まれ ると

い うのは正 しい。 しか し,現 実 には,そ う

で はな い。 現実 に生 まれ る,そ の 人に と っ

て,す で に 生 まれ て い る も のが 生 まれ る

か らで ある。

28.マ ーヤー によ って,〔 あるいは)現 実 に,非

存 在が 生まれ るとい うのは 正 し くな い。 不

妊の女性 の息子 は,現 実 に も,マ ーヤ ー に

よ って も生 まれ まい。

29.マ ーヤ ーによ って夢 にお いて 〔把 握す る も

の,お よび 把握 され るべ き もの と い う〕2重

の仮象(35)を 有す る思考 〔manas〕 が震 動

す るよ うに,そ のよ うに,2重 の仮 象 を有す

る思考 は 目覚 めて い る時 に,マ ー ヤ ー に

よって震 動す る。

30.そ して,2重 の仮 象を有す る思考 が,夢 に お

いて不 二で あ る もので あ る。 〔それ に つ い

て〕疑 い は な い。 同様 に不 二 で あ る も の

〔思考〕 は 目覚 めてい る時 に,2重 の仮 象 を

有す る。 〔それ につ いて〕 疑 いはな い。

31.動 くもの,動 かない ものを含 む,こ の2重

の ものが何で あれ,そ れ は,思 考 によ って

見 られ 得 る。実 に,思 考が,思 考 の存 在 し



な い状 態 にな った(36)時 に,ま さに2元 性 は

知覚 されな い。
アヘ トマ ン

32.自 己の真理に目覚めることによって 〔思考

が〕想像しない時に,そ れは,思 考 のない

状態に達する。把握 されるべきものが存在

しない所では,そ れは把握 しない。

33.想 像を離れ,生 まれていない知識は,知 ら

れるべきものと異な っていない,と 彼 らは

語る。ブラフマンは知 られるべきものであ

り,生 まれていない。それは永遠である。

生まれていないものは,生 まれていないも

のによって知 られる。
そな

34.コ ン トロール され,想 像 を離 れ,思 慮 を備

えて いる思考 のプ ロセス,そ れが認 識 され

るべ きであ る。〔思考 のプ ロセ スは〕熟 睡 に

お いては別で ある。それ は 〔コン トロール

され てい る思考 と〕 同 じで はな い。

35.な ぜ な ら,熟 睡 にお いて,そ れ 〔思考 〕 は

没入す るか らであ る。 コン トロール され て

い る 〔思考 〕 は没入 しな い。 まさに,そ れ

が恐れ を知 らぬ ブ ラフマ ンで あ り,周 囲 に

知識 の光 を有 して いる。

36.〔 ブ ラフマ ンは〕生 まれて いな い,眠 りを有

して いない,夢 を有 して いな い,名 前を有

して いない,形 態 を有 して いない,永 久 に

輝 き(37),全 知であ り,決 して比 喩で はない。

37.〔 ブ ラフマンは〕一切 の言語表 現 を離れ,一

切 の思想 よ りも高 くそび え,完 全 に静穏 で

あ り,永 久 に光 明で あ り,不 動 で あ って,

恐れ を知 らず,沈 潜 〔samadhi〕 で ある。

38.思 想が存在 しな い所 に は,把 握す る こと も,

放棄 す る こともな い。そ の時 には,自 己の

中に存す る知識は,生 まれ て いな いので あ

り,同 一で あ る状態 に到達 した ので ある。

39.無 触 ヨーガ 〔e接 触 のな い ヨーガ〕 は一 切

の ヨーガが行 者 によ って経験 され るのが難

しい。 なぜ な ら,ヨ ーガ行者 は恐れ を知 ら

ぬ ものの 中に恐れ を見,そ れ を恐れ るか ら

で ある。

40.一 切 の ヨーガ 行 者 に と って 思考 の コン ト

ロール に基づ いて いるのは,恐 れ を知 らぬ

状態,苦 しみ の止滅,目 覚 め,更 に,不 滅
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の静穏である。

41.ク シャ草 〔の薬〕 の先端によって1滴 ずっ

海か ら 〔大地 に〕注ぐ(38)ように倦 むこと

な く思考をコン トロールすることも,そ の

ようになるであろう。

42.〔 適切な〕手段 によって,人 は欲望 と享楽に

おいて散乱 させ られ,ま さに没入 において

完全に静穏である 〔思考〕をコン トロール

すべきである。欲望がそ うであるように,

没入することも 〔有害である〕。

43.一 切は苦 しみであることを絶えず思い出し

ながら,人 は欲望 と享楽か ら 〔思考 を他の

方向へ〕向けるべきである。一切は生まれ

ていないということを,絶 えず思い出 しな

が ら,人 は生まれているものを見ないので

ある(39)。

44.没 入 〔の状態〕における心 〔=意識〕を人

は 目覚 めさせるべきである。散乱 させ られ

ている 〔心〕 を,人 はふたたび静めるべき

で ある。激情 〔煩悩〕を有 す る 〔心〕を,

人は認識すべきである。人は,平 静に到達

した 〔心〕を揺 り動かすべきではない。
サマヘデ ィ

45.そ こ 〔沈 潜〕 に お い て,人 は 幸 せ を味 わ

うべ きでは な い。 英知 によ って人 は無執着

にな るべ きであ る。 不動 の心 が 〔享 受の対

象へ 向か って〕外へ 出 よ うとして いる時 に,

努 力に よ って,人 はそれ を1つ にす べ きで

ある(40)。

46.心 が没 入 しな い時,そ して更 に散乱 しな い

時,そ の時 に,そ れ は,動 くこ とのな い,

現象す ることのな いブ ラフマ ン として完成

され る。

47.〔 それ は〕自己 自身に存 し,静 穏 で あ り,ニ

ル ヴ ァー ナ 〔浬 繋〕 を 有 し,言 語 に絶 し,

最高 の幸福,生 まれ て い な い もの で あ り,

生 まれ て いな い知 られ 得 る もの と 〔1つ で

あ り〕,全 知 であ る,と 彼 らは語 る。

48.ど んな個 別的 な 自己 〔jiva〕も存 在 しな い。

それ の 生成は存 在 しない。 これ が,最 高 の

真理で ある。そ こにおいて は何 ひ とつ生 ま

れ ない(41}。



第4章 旋火寂静(42)

1.虚 空 に等 し く,知 られ るべ き もの と異 な ら
そら

な い知 識に よって,空 に似 て いる事 物 を正

し く覚 って い る人,2本 足 〔人 間〕 の 中の

最 も優れ て いるもの(43)に,わ た くしは 敬礼

す る。

2.一 切 の生 きものに とって快 適 であ り,有 益

で あ り,論 争 を離 れ,矛 盾 しない無触 ヨー

ガ と呼 ばれ るもの を教 え る,そ の人一 実

に,彼 に,わ た しはお辞 儀 をす る。

3.実 に,あ る論者 た ちは 生成 してい るもの(44)

の 出生 を望 む。他 の賢 明な人 々は生成 して

いない もの 〔=無 〕の 〔出生 を望む〕。 彼 ら

は互 い に論 争 して いる。

4.ど んな生成 して いる もの(45)も 生 まれ な い。

〔どん な〕 生成 して いな い もの も生 まれ な

い。 実 に,こ の よ うに論争 しなが ら,2元 論

者 は生 まれ て いな い もの を宣 言す る。

5。 彼 らによ って宣言 され て い る,生 まれて い

な い もの ㈹ を,わ れ われ は 認 め る。 われ

われは彼 らと論争 しな い。〔生 まれ て いな い

ものが〕 論争 を離れ て いる ことを,お 前 た

ちは知れ!

6.あ る論者 た ち 〔2元 論者〕 は まさに,生 ま

れ て いな い事 物 の 出 生 を望 む。 〔しか し〕,

実 に,ど の よ うに して,生 まれ ていな い も

の,不 死 で ある事 物が死 すべ き状 態 に到 達

す る のであ ろ うか?

7.不 死 な る ものは死 す べ き もの にな らな い。

同様 に,死 すべ き もの は,不 死 なる ものに

な らな い。 本来 の性質が他 の ものにな る と

い うことは決 して起 こ らな いで あろ う。

8.そ の固有 の性質 によ って 不死で ある事物 が

死 す べ き状態 に到 達 す るそ の人 に と って,

それ は,作 られて い るゆえに,ど の よ うに

して,不 動 の ままであ ろ うか?(47)

9.み ず か らによ って成立 し,固 有 の性 質 に基

づ き,生 まれ つ き存在 し,作 られ て いず,

固有 の性質 を捨て去 らな い もの一 それ が

プ ラ ク リテ ィ 〔本来 の性質〕 で ある と認 識

され るべ きであ る。
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10.一 切の事物 は,そ の固有 の性 質 によ って老

い と死 か ら解 放 され て いる。 老 い と死 を望

みな が ら,そ れ らを考 え る こ とに よ って,

彼 らは 〔固有 の性質 か ら〕 遠ざ かる。

11.実 に,原 因が結果 で ある 〔と考 え る〕 その

人 にと って,原 因は生 まれ る 〔と認 め られ

る〕。 生まれ つつあ るものは,ど の よ うに し

て生 まれて いないのか?そ して,そ れ は

変化 してい るのに,ど のよ うに して,そ れ

は永遠 であ ろ うか?

12.も し も,〔結 果が〕原 因 と異な らな い とすれ

ば,そ れゆ えに結果 は生 まれ て いな い とす

れば,〔 そ の時 には〕実 に,結 果 が 生 じつつ

あるの に,お 前の原 因は,ど の よ うに して

持続 的で ある 〔と言 え るの であ ろ うか〕?

13.ま ことに,生 まれ ていな いもの 〔原 因〕か

ら 〔結果が〕 生 じる 〔と考 え る〕 人に とっ

て,〔 そ こ ことを証 明 す る〕 実例 は存 在 し

ない。また,す で に生 じた ものか ら〔結果が〕

生 じつ つある 〔場合 に〕,際 限 がな い(48)と
おちい

い う誤謬 に人は陥 る。

14.あ る人 々に とって,結 果が原 因 の始 めで あ

り,原 因が 結果 の始 めで あ り,原 因 と結果

の始 めは,彼 らによ って,ど のよ うに叙述

され るのであ ろ うか?

15.結 果が原 因で あ り,原 因が 結果 の始 めであ

る 〔と考 え る〕 人 々にと って は,息 子 か ら

父が 出 生す る よ うに,彼 らの出 生 も また,

その よ うにな るで あ ろ う。

16.原 因 と結果 の生起 にお いて,〔 生起 の〕順序

が,お 前 に よ って探 究 され るべ きで あ る。

〔原 因 と結 果の〕 同時生起 にお いて,〔 雄牛

の 左 右 の〕角 の よ うに 〔原 因 と結 果 の 間

に〕関係 は存在 しな いか らで ある。

17.結 果 か ら生 じて い る ゆ え に,お 前 の 〔説

く〕原 因は成立 しない。成 立 しない原 因が,

どの よ うに して結果 を生 じさせ るので あろ

うか?

18.も しも,結 果か ら原 因が成 立 し,原 因か ら

結 果 が成 立 す る とす れば,〔 そ の時 に は,〕

それ の成立 が 〔他 の もの に〕 依存 して いる

最 初 に成 立 して い る ものは,〔 原 因 と結果



の中の〕 どれで あろ うか?

19.〔 どれが最初 に生起 した か,と い う問 いに答

え られ ない とい う〕無 能力,〔 どれが先 であ

るか,ど れが後 であ るか,と い うことにつ

いて の〕 完全な知 識 の欠 如,あ るい は また

更 に,〔 原 因 と結果 の 〔順序 の〕顛倒(49)が

あ る。実 に,こ のよ うにす べて のや り方 で,

目覚 めてい る人々に よ って生 まれて いな い

ものが 説明 され たので あ る。

20.種 子 と芽 と名づ け られ る実例 は,実 に,証

明 され るべ きものに等 しいtl証 明 され るべ

きものに等 しい原 因 は,実 に,証 明 され る

べ きものを成立 させ るのに適 して いない。

21.〔 原 因 と結果 の〕前後 に関 す る完 全な知 識の

欠如 は,ま だ 生まれて いな いもの を説 明す

る もの で あ る。実 に,生 じ つ つ あ る 事 物

〔ダル マ〕よ りも前 にあ るものは,ど のよ う

に して把 握 され ない のか?

22.ど んな事物 〔vas加 〕 も,み ず か らの中か

ら,あ るいは他 の ものの中か ら生 まれ な い。

存在 して い るもの,存 在 して いな い もの,

あ るいは,存 在 して いる と同時 に存在 して

いな い,ど ん な事 物 も生 まれ ない。

23.そ の 固有 の性 質 に よ って,始 め を有 しな

い 〔無 始 の〕原 因 は 生 まれ な い。そ して,

結果 も 〔生 まれ な い〕。 始 め は存 在 しな い

〔と考 える)そ の人 に とって,実 に,始 めは

存在 しない。

24.認 識 〔prajnapti〕(50)は,指 示 物 とい う状

態 を有す る。そ うでな ければ,〔 認識 お よ

び,そ れ の指 示物 の〕2つ は喪 失 す る か ら

である。そ して汚 れ(51)が 知覚 され るゆえに,

他 の もの に依 存 して存 在 し て い る状 態 が

是認 され る。

25.論 証 とい う視 点 か ら,認 識が指 示物 とい う

状 態 を有 す る こ とが 認 め られ る。事 物 の,

あるが ままの状態 と い う視 点か ら,指 示物

が指 示物 とい う状態 を有 しな い ことが認 め

られ る。

26.心(52)は 事 物 に触 れ な い。 そ して,ま さに

同様 に事物 の仮象 に さえ 〔触 れな い〕。 そ し

て,実 に,事 物は 存在 して いな いゆ え に,
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事物の仮象はそれ と異ならない。

27.三 世 〔過去 ・未来 ・現在〕において,心 は

常に指示物に触れない。指示物がないのに,

どのようにして,そ れの顛倒が生じるので

あろうか?

28.そ れゆえに,心 は生まれない,心 によって

見 られ得るものは生まれない。それの出生
そら

を見 る人 は,空 に 〔鳥 の〕足 跡 を見 るので

ある。

29.生 まれ て いな いものが 生 まれ る 〔と言われ

る〕 ので あるか ら,そ れ ゆ えに,生 まれて

いない ことが本来 の性質 で あ る。本 来の性

質 が他 の もの にな る 〔変化 す る)こ とは,

決 して起 こ らな いで あろ う。

30.始 めのな い輪 廻 に,終 わ りのあ る状 態は成

立 しな いで あ ろ う。始 め を有す る解脱 に,

無 限で ある状 態 は生 じな いであ ろ う。

31.始 めにお いて も,終 わ りに お いて も存在 し

な い もの,そ れ は,現 在 において も 同様 で

ある。 存在 して い る 〔個 々の事 物 は〕虚偽

で あ る もの に似 て い るけ れ ど も,そ れ は,

とにか く虚偽 で ない と見 な され て い る。

32.〔 目覚 め てい る状態 にお いて,個 物が〕効用

を有 す るとい う ことは,夢 にお いて反駁 さ

れ る。 それ ゆ えに,良 く知 られ て い るよ う

に,始 めと終わ りを有す るゆえ に,そ れ ら

は,ま さに,虚 偽 に他 な らな いと伝 えられ

て いる(53)。

33.一 切 のダル マ 〔事物 〕 は夢 にお いて身体 の

内部 で見 られ る のだ か ら虚偽 で ある。 覆わ

れ て い る,こ の場 所 に お い て,ま こ とに,

もろも ろの事物 を見 る こと(54)は,ど の よ う

にして 〔可能 であ ろ うか〕?

34.〔 夢 の 中で,あ る所 へ〕行 って,〔 事 物 を〕

見 る とい うのは正 し くな い。〔そ こへ〕行 く

た めに 〔必要 な〕時 間が 定 め られ て いな い

か らであ る。 そ して 目覚 め た時 に,ま こと

に,各 人は 〔夢 の中で行 った〕 そ の場所 に

存在 しな い(55)。

35.友 だ ちた ちと会談 した あ とで あ とで,目 覚

めた 人は 〔彼 らと会 うことは な い〕。 そ して

また,〔 夢 の 中で〕 捉 え られ た も のが 何 で



あれ,目 覚 めた時 に,人 はそれ を見な い。

36.そ して,夢 の 中の身体 は 実体 を有 しな い,

〔それ と〕異 なって いる他 の身体 が見 られ る

か らであ る。 身体 が,そ うで あ る よ うに,

そ のよ うに,心 に よって見 られ 得 る一切 も

実体 のな いもので ある(56)。

37.目 覚 めて いる状 態 のよ うに 〔夢 の 中の事 物

は〕 把握 され て いるゆえ,夢 はそれ 〔目覚

めて い る状態〕 を原 因 として いる と認 め ら

れ る。 まさに,そ れ は 〔夢 を見 る人 に とっ

て〕 存在 してい ると認 め られ る。

38.生 起 が成立 して いな いゆえ に,一 切 は生 ま

れ て いな い,と 〔ヴ ェー ダ聖 典 に お いて〕

宣言 されて いる。そ して存在 して いる もの

か ら存 在 して いな い ものが 生 じる ことは,

決 してな い。

39.目 覚 めて い る状 態 にお いて 非 存在 を見 て,

それ に没頭 して いる人は夢 において 〔それ

を〕 見 る。 そ して,夢 にお いて も非存在 を

見て,目 覚 めた時 に人は 〔それ を〕見 な い。

40.非 存 在 〔無〕 は,非 存在 を原 因 として有 し

な い。 同様 に存在 は,非 存在 を原因 と して

有 しな い。 そ して,存 在 は,存 在 を原 因 と

して有 しない。 どのよ うにして,非 存在 は

存在 を原 因と して有す るの か?

41.目 覚 めて い る時 に,顛 倒 〔誤 謬〕 ゆ え に,

考 え られ得 ない 〔事物〕 に人が実際 に存在

して いる ように触れ ることが 出来 るように,

そ のよ うに,人 は夢 において ま さにそ こに

あ るダルマ 〔事 物〕 を見 る。

42.〔 事物 の〕知 覚ゆえ に,慣 習 ゆ えに,生 まれ

て い る こ とを常 に恐 れ て"事 物 の 状 態 は

存在す ると論 じ る人 々"(57)に 対 して,生 ま

れ る こと 〔生起〕 が,目 覚めて い る人 々に

よ って説かれた。

43.生 まれ ていな い ことを恐 れ,〔事 物 の〕知 覚

ゆえ に さま よ う人 々にと って,生 起 とい う

過 失 は成 立 しな いで あろ う。 過失 で さえ,

些細 で ある。
まぼろし

44.知 覚 ゆえに,慣 習 ゆえ に,幻 の象が 〔存在

す る と〕言 われ るよ うに,そ の よ うに知覚

ゆ え に,慣 習 ゆ え に,事 物 〔vastu〕 は,
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存在 す る と言われ る。

45.生 起 を仮 象 として有 し,運 動 を仮 象 として

有 し,そ して 同様 に,事 物 を仮 象 として有

す るもの 〔それ が〕認 識で ある。それ は,

生 まれて いな いの で あ って,不 動で あ り,

事 物で ない ものであ り,静 穏 であ り,不 二

であ るもので あ る。

46.こ の よ うに心 は生 まれ な い,こ の よ うに諸

ダル マ 〔事 物〕 は生 まれ て いない,と 伝 え

られ てい る。 ま さに,こ の よ うに認識 して

いる人々は顛倒 に陥 らな い。
たい まっ

47.松 明 の震 動が,ま っす ぐで ある,曲 が って

いるなど とい う仮 象 を有 す るよ うに,そ の

ように,認 識 の震 動 は把 握お よび把握 す る

もの(58)と い う仮 象を有す る。

48.震 動 して いな い松 明が 生 まれ ていず,仮 象

を有 して いな いよ うに,そ のよ うに,震 動

して いな い認 識 も生 まれて いな いのであ っ

て,仮 象 を有 して いない ので あ る。

49.ま ことに,松 明が震動 して いる時 には,仮

象 は別 の所 か ら生 じる ので はな い。 〔松 明

は〕震動 して いな いゆ えに,〔 それ らの仮象

は〕 それ よ りも他 の所 に ある ので もない。

それ らは松 明の中 に入 る ので もな い。

50.実 体 性 の 欠如 と結 び 付 け られ て い る ゆえ

に 〔それ らには実体が 欠 けて い るた めに〕,

それ ら 〔の仮 象〕 は松 明 の中か ら現 われ出

た ので は な い。 認識 にお いて も,ま さに,

同様で あ ろ う。仮 象 に差別は な い。

51.実 に認 識が震 動 して いる時 に,ど こか別の

所か ら認識が 生 じるのではな い。震動 して

いな いため に,そ れ ら 〔の仮 象〕 は,そ れ

〔認識〕と別 の所 にあ るので もない。 それ ら

は認識 の中 にも入 らな い。

52.実 体性 の欠如 と結 び付 け られ てい る 〔実体

性 が欠 けて いる〕 ため に,そ れ ら 〔の仮 象

は〕 認識 か ら現わ 出て い るので はな い。原

因 と結果 の関係が 欠けて い るために,そ れ

らは,ま さに,常 に不可解 で ある(59)。

53.実 体 は実体 の原因 であ ろ う(60)。そ して,実

に,〔 実体 と〕別 の ものは,ま さに別 の もの

の原 因で あろ う。 ダルマ 〔事 物〕 に,実 体



性,あ るいは 〔それと〕別の状態はあり得

ない。

54.こ のように,ダ ルマは心か ら生じるのでは

ない,あ るいは心 もまたダルマから生じる

のではない。 このように賢者たちは原因と

結果の生まれていない状態に入る 〔翼原因

と結果の不生を是認する)。

55.原 因と結果への執念がある限 り,原 因と結

果の生起がある。原因と結果への執念が尽

きる時に,原 因と結果の生起は存在しない。

56.原 因と結果への執念がある限 り,輪 廻は続

いている。原因と結果への執念が尽きる時

に,人 は輪廻に陥らない。
いんべ い

57.〔 真理 の〕隠蔽 によ って一切は 生 じる。 それ

ゆえに,ま ことに,〔 そ のよ うに,生 まれた

ものは〕永遠 では ない。 なぜ な ら真の存在

と して一切 は 生 まれ て いな いか らで あ る。

それ ゆ え に,ま こ と に,断 続 は 存 在 し な

い(61)。

58.生 まれ ると言われ るダル マ,そ れ らは現 実

に生 まれ な い。 それ らの 〔ダル マの〕 出生

は幻影 に似 て いる。そ して,そ の幻影 さえ

存在 しない。

59.幻 影 か ら成 る種子 の よ うに,そ れ 〔幻 影〕か

ら成 る芽が生 じ,そ れ らが永 遠で もなけれ

ば断滅 もしないよ うに,も ろ もろのダルマ

にお いて も同じ ことが 適用 され る。

60.一 切 のダル マが生 まれ て いない時 に,永 遠

/非 永遠 〔§a5vata麟vata〕 とい う呼称は

存在 しな い。語 〔逐 語的 には音素〕 が機能

しな い 〔逐語 的 には存 在 しな い〕 所 では,

区別 は告げ られて いな いのであ る。

61.夢 にお いて 〔把握 され るべ き もの,把 握す

る もの と い う〕2つ の 仮 象 を 帯 び て 心 が

マーヤー 〔幻影 〕に よ って動 く(62)よ うに,

そ の ように 目覚 めて い る状 態にお いて2つ

の仮 象 を帯 び て,心 も マ ー ヤ ー に よ って

動 く。

62.夢 にお いて不二で あ る心(63)は,2元 の仮 象

を帯 びて いる。 〔それ につ いて,〕 疑 いはな

い。 そ のよ うに 目覚 め てい る状態 にお いて

不 二で あ るもの 〔心 〕 も元 の仮 象 を帯び て

いる。 〔そ の ことにつ いて〕 疑 いはな い。

63.夢 の 中 を さまよ い なが ら,夢 を見 る人 は,

実 に,10の 方角 に位 置 して いる卵か ら生 ま

れ た もの,あ る いは また湿 気 〔逐 語的 には,

汗〕 か ら生 まれ た生 きもの を常 に見 る。

64.夢 を見 る人の心 に よ って彼 らは見 え るので

ある。 それ 〔心〕 とは別 に,彼 らは存在 し

ない。 その よ うに,ま さに,そ れ 〔心〕 に

よ って 見 え る これ 〔生き もの の世 界〕 は,

夢 を見 る人 の心で あ ると認 め られ る。

65.目 覚 め て い る状 態 に お いて さ ま よ いな が

ら,目 覚 めて いる人 は,実 に,10の 方 角に

位置 して いる卵か ら生 まれ た もの,あ るい

は また,湿 気 か ら生 まれ た生 き もの を常 に

見 る。

66.彼 らは,目 覚 めて いる人の心 に よ って眺 め

られ るべ きで あ る。彼 らはそ れ 〔心 〕 とは

別 に存在 しな い。 そ の よ うに,そ れ 〔心〕

によ って見 える これ 〔生 き もの の世界〕 は

目覚 めてい る人の心 であ る と認 め られ る。

67.そ れ ら双方 〔心 とそ れの対 象〕 は互 いに見

られ るべ きで あ るか らで あ る。 そ の場 合,

〔現実 に存在 す る〕それは何 で あるの か?

この ことは,言 われ な いので ある。特徴 を

欠 く双方一 それ は}ま さ に,心 によ って

把握 され る。

68.夢 か ら成 る個 別 的 自己 が 生 まれ,そ して,

また 死ぬ よ うに,そ のよ うに,こ れ らすべ

て の個 別的 自己 も,生 成 し,そ して,生 成

しな い 〔消 滅す る〕。

69。 幻影 か ら成 る個別 的な 自己が 生 まれ,そ し

て,ま た死 ぬよ うに,そ の よ うに,こ れ ら

すべ ての個別 的 自己 も生成 し,そ して 生成

しない 〔消滅す る〕。

70.神 通 力か ら成 る個 別的 自己 が生 まれ,あ る

いは また死 ぬ よ うに,そ のよ うに,こ れ ら

す べ て の個 別 的 自己 も,生 成 し,そ して,

生成 しない 〔消滅す る〕。

71.ど の よ うな個別 的 自己 も生 まれ な い。 それ

の生成 は存在 しな い。 これ が最 高の真 理で

あ る。そ こにお いて は何ひ とつ生 まれ な い。

72.把 握 され るべ き もの,お よび把握 す る もの
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を有するこの2元 性は,ま さに,心 の振動

である。心は対象を離れ,そ れゆえに永遠

であ り,無 執着である,と 宣言されている。

73.想 像 されている隠蔽によって存在するもの

一一 それ は
,最 高の真理 として は存在 し

いんぺい

ない。それ は他 に依 存す る隠 蔽(64)に よって

存在 す るか も知れ ない。 〔しか し,〕 それ は

最 高の真理 〔の立場〕 か らは存在 しな い。

74.想 像 され てい る隠蔽 に よって生 まれ て いな

いものは,最 高の真理 としては 生まれて い

な い もので はな い。しか し,そ れは他 に依存

して い る成就 を通 じ て の覆 い 〔samvrti〕

によ って生 まれ る。

75.存 在 して いない ものへ の執念 があ る所 に ,

2元 性 は存 在 しな い。2元 性 が 欠け て い る

ことに,ま さに 目覚 めて,〔 執念 の〕原 因 を

離れ てい る人 は 〔もは や〕生 まれな い。

76.最 高,最 低お よび 中間 の原因 を獲時 しな い

時に,そ の時 に,心 は 生 まれ ない。原 因が

欠けて い るの に,ど うして,結 果が 〔あ り

得 よ うか?〕 。

77.〔 最 高,最 低 および 中間の〕原 因を有 しない

心 の非 生起 は 同一 であ り,不 二 であ るもの

で あ る。 なぜな ら,ま さに,生 まれ て いる

一切 は心 によ って見 られ得 るか らであ る
。

78.原 因 を有 しない こ とを真 実で あ る と覚 り,

原 因に個別 的 に到達 しな い時に,人 はそ の

よ うに悲 しみ を離れ,欲 望 を離 れ,恐 れ を

知 らぬ立場 に到達す る。

79.実 に,存 在 していな い ものへ の執念 ゆえに ,

それ 〔心〕は似 て いる ものへ 向か う。事 物

の存在 しな い ことに 目覚 めて初 めて,執 着

を離れ,彼 は 〔執 着 の対 象か ら〕 戻 る。

80.そ の時 に 〔執着 の対 象か ら〕戻 り,活 動 し

ていな い 〔人の心 の〕 状態 は,実 に不動 で

ある。なぜ な ら,そ れ は 目覚 め てい る人 々

(65)の領 域で あるか らであ る。それ は同一で あ

り,生 まれ ていな いので あ り,不 二 であ る

もの であ る。

81.生 まれ る ことな く,眠 る ことな く,夢 を見

る ことな く,そ れ は,み ず か ら輝 くよ うに

な る。 なぜ な ら,こ のダ ル マ(66)は,ま さ
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に 〔ダ ル マ の〕 領 域(67)の 固 有 の 性 質 上,

永久 に輝 いて い るcss)か らで ある。

82.あ の聖 な るものは,こ のダル マ,あ るいは

あ の ダ ル マ の 把握 に よ って,常 に快 楽 に
あら

覆われ,絶 えず 苦 しみが露わ に され る。

83.「 存在す る」,「存在 しない」,「存在す る 〔そ

して〕 存在 しない」,あ る いは更 に,「 存在

するので もなけれ ば 存 在しないのでもない」

と言 い,愚 かな 人 は 〔あの聖 な る もの を〕

動いて いる,静 止 している,そ の双方 であ

る,〔 双方 と も〕欠けて いる と 〔考 え る こと

に〕 よ って,〔 彼 を〕 ま さに覆 うので ある。

84.こ れ らが,4つ の論 点 〔4つ の選 択 肢〕 で

あ る。 それ らの把握 によ って,〔あの聖 なる

ものは〕 絶えず覆 われて い る。 これ ら 〔の

4つ の論 点〕によ って聖 な るもの(69)は 触れ

られ て いな いと見 て いる人 彼 は一切 を

見 てい る。

85.始 め,中 間,終 わ りの得 られ て いない完全

な 全知,不 二で あるバ ラモンの立場 に到達

して,そ れ以 上,人 は何 を求 め るので あろ

うか?

86.な ぜ な ら,バ ラモ ン に対 す る この規律 は ,

元来,静 穏で あ ると言われ る。 それ の本来

の性 質 が コ ン トロール され て い るゆ えに,

それ は 〔感覚器 官 の〕 コン トロールで あ る

と言 われ て いる。 このよ うに知 って いる人

は静穏 にな るであ ろ う。

87.事 物 を有 し,〔それ の〕知覚 を有す るものは

2元 的な 世間的 なもの 〔dvayalaukika〕 で

あ ると認 め られ る。〔しか し〕事物 を有す る

ことな く知覚 を有す るものは,清 浄 な世 間

的 な も の 〔§uddhalaukika〕 で あ る と

認 め られ る。

88.事 物 を有 しな い,そ して 〔そ れの〕知覚 を有 し

な いものは 出世間的 なもの 〔10kottara〕 で

あ ると伝 えられ て いる。知識 知識 の対 象

お よ び 〔心 に よ って〕認 識 され る べ き も

の ㈹ が,絶 えず 目覚め てい る人 々に よって

告げ られ て いる。

89.知 識 お よび3種 類 の知識 の対象が徐 々に知

られ る時 に,こ の世にお いて,実 に,至 る



所 で,洞 察 力 に富む 人に,み ず か ら全知の

状 態が 生じ る。

90.最 初 の乗 り物 〔agrayaOa=mahayana〕 〔の

立場〕 か ら,捨 て られ るべ き もの,知 られ

るべ き もの,達 成 され るべ き もの,熟 成 さ

せ られ るべ き も のが 認 識 され るべ き で あ

る。 それ らの中で,認 識 され るべき ものを

除 き,3つ にお いて 知覚が伝 え られ て いる。

91.一 切 のダル マは,虚 空 のよ うに,本 来,無

始 で あ る,と 知 られ るべ きで あ る。 実 に,

それ らには,ど こに も,決 して,多 様性 は

存在 しな い。

92.本 来,一 切 のダル マは最 初か ら目覚 めて い

る 〔adibuddha〕 と十分 に決定 されて いる。

このよ うに,知 的な受容 力 〔k$anti〕(71)を

有 す る入は,不 死 で ある のに適 して いる。

93.実 に,一 切 のダ ルマは最 初か ら静穏 であ っ

て生起 して いな い ので あ り,ま さに,本 来,

十分 に止滅 してい る。 一切 のダル マは同一

であ り,異 な らな い。 それ 〔ダル マ〕 は 生

まれて いな い,等 しい,恐 れ を知 らな い。

94.絶 えず 差異 〔の世界〕を さまよ って い る人 々

には,ま ことに,恐 れ を知 らぬ状態 は存在

しな い。〔事 物 は〕個別 的で あ る,と 説 く人 々

は,差 異 に傾 斜す る。 それ ゆ えに,彼 らは

哀れ むべ きで あ る,と 伝 え られて い る。

95.し か し,誰 で あれ,生 まれ て い な い もの,

等 しい ものにお いて十分 に確 立 されて いる

人 々 彼 らは,実 に,世 間 において大 い

な る知識 を所 有 して いる。 しか し,世 間 の

人は,そ の中 に入 って行 かな い。

96.生 まれ て いない知 識は,生 まれて い ないダ

ル マ へ移 行 しなか った,と,認 め られ る。

知識 は移行 しな いのだ か ら,そ れ は無執 着

で あ ると告げ られ る。

97.賢 明でな い人 にと って,た とい原 子 のサ イ

ズ の相 違が 生 じつつ あると して も,無 執 着

の状 態は決 して存 在 しない。 ま して,覆 い

隠す ものが離 れ落 ち る ことは ない。

98.一 切 のダル マは覆 い隠す もの を得 て いない

のであ り,本 来,汚 れ を離れ,最 初 におい

て 目覚め,同 様 に解脱 して い る,と 導師(72)

は理解 す る。

99.実 に,聖 な る目覚 めて いる人 〔i・1・ 〕の

知識 はダ ルマ に移行 しな い。 同様 に,一 切

のダル マは知識 〔の 中〕 に移行 しな い一

ブ ッダ に よ っ て,こ れ は 語 られ な か っ

た(73)。
むず

100.見 るのが難 かしい,極 めて深遠な,生 ま

れていない,等 しい,恐 れを知 らぬ,多 様

性のない状況に目覚めて,力 の及ぶ限 り,

われわれは に の状況に〕敬意 を払 うので

ある。

〔註〕

(1)Bhogaと い う語 を,わ た く しは"楽 しみ"と 翻 訳

した 。Bhogaは"楽 しみ","享 受"な ど を 意 味 す

るけ れ ど も,こ の 語 を"経 験"と 翻 訳 す る こ と も

可 能 で あ る。 「楽 しみ を3重 に 知 れ!」 を,「 経 験

を3重 に知 れ!」 と翻 訳 して も よ い で あ ろ う。

(2)あ る い は 「経 験 され るべ き もの 」。

(3)あ る い は 「経 験 す る も の」。

(4)あ る い は 「経験 しな が ら」。

(5)マ ー ン ド ゥ ー キ ャ ・ウ パ ニ シ ャ ッ ド,1-6の 次

に,カ ー リ カ ー,1-9が 挿 入 され て い る 。 カ ー

リカ ー,6-9に お い て ガ ウ ダ パ ー ダ に よ って 言

及 され て い る創 造 説 は,恐 ら くガ ウ ダ パ ー ダ 自 身

の 見 解 で は な い で あ ろ う カ ル マ カ ル 〔1973

年,60頁 参 照 〕。カ ル マ カ ル に よ れ ば,ガ ウダ パ ー

ダ 自 身 の 見 解 は,カ ー リ カ ー,皿.48;N71

に 見 い 出 され るDガ ウダ パ ーダ の カ ー リカー に は

創 造 説 は 存 在 しな い。 この 世 に お いて は 何 も 生 じ

な い とい う"不 生 説"〔ajativada〕 が,彼 自身 の

基 本 的 な 思 想 で あ る。

(6)夢 は 虚 偽 で あ る と い う結 論 が 得 ら れ る。 しか し,

虚 偽 で あ る のは 夢 だ け で は な い 。 目覚 め て い る 状

態 も,ガ ウダ パ ー ダ に と って 虚 偽 で あ る。

(7)こ の カ ー リカー は,『ブ ラ フ マ ・ス ー ト ラ ・バ ー シ ュ

ヤ』II,1,9に お い て,シ ャ ン カ ラ に よ って 引 用

され て い る。

(8)マ ー ン ド ゥー キ ヤ ・ウ パ ニ シ ャ ッ ド,7の 次 に,

カ ー リカー,10-18が 挿 入 さ れ る。

(9)Mahamuniを,わ た くしは"偉 大 な 聖 者"と 翻 訳

した 。 シ ャ ン カ ラ に よれ ば,マ ハ ー ム ニ に よ って

意 味 さ れ る の は"ブ ラ フ マ ン を 知 っ て い る 人"

〔brahmavid〕 で あ る 。 しか し,中 村 博 士 〔1955

年,323頁 〕に よ れ ば,マ ハ ー ム ニ は 仏 陀 の 尊 称 。

(10)マ ー ン ド ゥー キ ヤ ・ウ パ ニ シ ャ ッ ド,8-11の 次

に,カ ー リカ ー,19-23が 挿 入 され る。 カー リ

カ ー19-23は,目 覚 め て い る状 態,夢 を見 て い

る 状 態,お よび 熟 睡 して い る状 態 とい う3つ の状

態 が オ ー ム音 節 〔Oxnkara〕 の3つ の 音 素 〔AUM〕

と 同 一 視 さ れ る こ と を 叙 述 し て い る。 ト ゥ リヤ
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〔Turya〕 と名 づ け られ る第 四 の状 態 に は 音 素 が

欠 け て い る。

(11)ブ リハ ドアー ラニ ヤ カ ・ウ パ ニ シ ャ ッ ド,II,5,

19参 照 。

(12)マ ー ン ドゥー キ ヤ ・ウ パ ニ シ ャ ッ ド,12の 次 に,

カー リカー,24-29が 挿 入 され る。カ ー リカ ー,

29を 以 って,「聖 典 の 章」〔Agama-prakarana〕 は,

終 結 さ れ る。 次 の 章 「虚 偽 の 章 」 〔Vaito亡hya-

prakarana〕 は,38の カー リカ ー を含 ん で い る。

(13)ブ リハ ドアー ラニ ヤ カ ・ウ パ ニ シ ャ ッ ド,N,3,

10参 照

(14)夢 と 目覚 めて い る状 態 は虚 偽 で あ るけ れ ど も,双

方 の 覆 わ れ て い る状 態 は 異 な る 。 この よ うに,

わ た くしはsamvτtatvenabhidyateと い うカ ー

リカー の 文 句 を解 釈 し た 。 夢 と 目覚 め て い る状 態

は 異 な って い る。 夢 に お い て 一 切 の 事 物 は夢 を見

る人 の 内 部 にお い て覆 わ れ て い る。 夢 と 目覚 め て

い る状 態 は 異 な っ て い る,と 言 え よ う。 中村 博士

〔1955年.323頁 〕は,当 該 箇 所 をsamvrtatve

nabhidyateと 解 読 し,「 隠 覆 性 に 関 して も(夢

眠 時 の 場 合 と)異 らず 」 と翻 訳 。 中村 博 士 は ドイ

セ ン 〔1897年.583頁 〕 に 従 って 解 読 。

(15)目 覚 め て い る状 態 お よび 夢 に お い て 見 られ る事 物

は 心(citta)に よ って 想 像 され た も の で あ り,そ

れ ゆ え に,現 実 に は 存 在 し な い 〔=虚 偽 で あ る〕

と い う こ とが,カ ー リカ ー,9-10に お いて 述 べ

られ て い る。

(16)"心 の 時間"〔cittakala〕 と い うの は,思 考 が 持 続

す るだ け の 時 間 の こ と で あ る 。 一 切 の事 物 は,思

考 が 続 くだ け の時 間 し か とど ま らな い と い う こと

の 比 喩一 一 そ れ がcittakalaで あ ろ う。

(17)カ ー リ カ ー,20-28に お い て,さ ま ざ ま な

vikalpa〔 想 像 〕 が 扱 われ て い る。

(18)中 村 博 士 〔1955年.355頁 〕に よ れ ば,「しか し蟹

気 楼 の響 喩 は ヴ ェー ダ 文 献 の 中 に は 存 在 し な い 。

故 に … こ こで は仏 典 の 影 響 を 受 け て ゐ る と断

定 せ ざ る を得 な い」 の で あ る 。 ナ ー ガ ー ル ジ ュナ

〔龍 樹 〕の 『中 論 』 〔Mulamadhyamakakarika〕

7,34にgandharvanagararpと い う語 が 見 い 出

され る。

(19)こ の カ ー リ カ ー に 思 想 的 に 酷 似 し て い る の は,

『中 論』16 ,5で あ ろ う。Nabadhyantena

mucyantaudaya-vyavya-dharminah,

sarpskarahpurvavatsattobadhyatena

namucyate.

(20)不 二 で あ る も の 〔advaya〕 は 非2元 的 な も の,1

元 性 な も の,あ る い は1元 性 を指 し示 す 言 葉 で あ

る。Advayaはa-dvaya,す な わ ち,不 二 とい う

ふ う に分 解 され る。

(21)ア ドヴ ァ ヤ と い う 表 現 に お い て は,1つ で あ る

ア ー トマ ン 〔本 来 的 自 己 〕 だ け が 現 実 に 存 在 し,

そ れ 以 外 の も の は 存 在 しな い と い う こ と に な る。

ア ドヴ ァヤ を 認 め る限 り,人 は 多 様 性 〔nanatva〕

を 否 定 せ ざ る を 得 な い。 ア ドヴ ァヤ の 視 点 に お い

て は,多 様 性 な い し 現 象 界 は 消 滅 す る。 す な わ ち,
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現 象 界 は 虚 偽 で あ る。

(22)「 不 二 で あ る も の の 章」 〔Advaitaprakarana〕 と

名 づ け られ る こ の章 は,48の カー リカ ー を含 ん で

い る。 も し も,不 二 の アー トマ ンだ けが 存 在 す る

とす れ ば,個 別 的 自 己 と世 界 の 生起 を説 く聖 典 の

文 句 を,わ れ わ れ は ど の よ うに解 釈 す べ き で あ ろ

う か?出 生 〔jati〕に よ っ て 何 が 意 味 され る の

か?こ れ ら の テー マ に つ いて 論 じ られ て い る の

が 「不 二 で あ る も の の章 」 で あ る。 ガ ウ ダ パ ー ダ

自 身 の 哲 学 的 な 見 解 は,こ の 章 の 最 後 の カ ー リ

カー 〔48〕 に 見 い出 され る。 そ こで,ガ ウダ パ ー

ダ は 次 の よ うに 説 いて いるnakaScijjayate

jivahsarpbhavo'syanavidyatel

etattaduttamarロsatyarnyatrakirpcin

najayate【1

(23)タ イ ッテ ィ リー ヤ ・ウ パニ シ ャ ッ ド,皿,1-6。

(24)ブ リハ ドア ー ラニ ヤ カ ・ウパ ニ シ ャ ッ ド,r【,5。

(25)チ ャー ン ドー ギ ヤ ・ウ パニ シ ャ ッ ド,IV,!,4-

5,お よび ブ リハ ドアー ラニ ヤ カ ・ウ パ ニ シ ャ ッ

ド,II,1,20参 照 。

(26)Tadarthamを,多 くの 翻 訳 家 は 「彼 ら のた め に」

と翻 訳 す る。 ドイセ ン 〔1897年,589頁 〕 も 「彼

ら の た め に」 〔Umihrerwillen〕 と 翻 訳 し て い

る。 中村 博 士 〔1955年.381頁 〕 も ド イセ ン の

独 訳 を踏 襲 して 「そ れ らの 人 々 の た め に」 と 日本

語 に 翻 訳 し て い る。 ウ ッ ド 〔1990年.22頁 〕,

お よ び キ ン グ 〔1995年,249頁 〕 も 「彼 ら の た

め に 」 〔forthem〕 と英 訳 して い る。 レサ ン プ ル

〔1944年.31頁 〕は,tadarthamをpourcette

raisonと 仏 訳 して い る。 わ た く しは,レ サ ン プ ル

の 翻 訳 を受 け 入 れ,「 この 目的 の た め に」,あ る い

は 「こ の 理 由 か ら」 と い うふ う にtadarthamと

い う語 を解 読 した い と思 う。 シ ャ ン カ ラ の註 釈 に

従 え ば,tadarthamは 「彼 ら のた め に」 と訳 され

る べ きで あ ろ う。

(27)マ ー ヤ ー 〔maya〕 は,神 的 な 幻 術 な い し 幻 影 。

世 界 を 流 出 す る驚 異 的 な カは マ ー ヤ ー で あ る と言

わ れ る。 そ れ と同 時 に,そ れ は 宇 宙 を顕 現 させ る

不 確 定 的 な 原 理 で も あ る。 宇 宙 は現 実 に存 在 す る

の で は な く,"幻 影"で あ る と も言 わ れ る。

(28)Svabhavaと い う語 を,わ た くし は"固 有 の 性 質"

と 翻 訳 した が,こ れ は 大 乗 仏 教 にお い て頻 繁 に用

い られ る 術 語 の1つ で あ る。

(29)ブ リハ ドアー ラニ ヤ カ ・ウパ ニシ ャッド,IV,4,19。

(30)ブ リハ ドア ー ラニ ヤ カ ・ウパ ニ シ ャッド,II,5,19。

(31)ヴ ァー ジ ャ サ ネ ー ヤ ・サ ン ヒタ ー,31,19。

(32)イ ー シ ャー ・ウ パ ニ シ ャ ッ ド,12参 照 。

(33)ブ リハ ドアー ラニ ヤ カ ・ウパ ニ シ ャッド,皿,9,28。

(34)ブ リハ ドアー ラニ ヤ カ ・ウパ ニ シ ャッド,IV,2,4。

(35)Abhasaは"仮 象"で あ る と同 時 に"出 現'な い

し顕 現 で も あ る。 ア ーバ ー サ は 仮 に 現 象 す る こ と

で あ る。

(36)マ イ ト リ ・ウ パニ シ ャ ッ ド,VI,34参 照 。

(37)チ ャー ン ドー ギ ヤ ・ウ パニ シ ャ ッ ド,8,4,1。

(38)Utsekaの 根 源 はut-sicで ある。Ut-sincatiは …



の 上 に注 ぐ と い うほ ど の 意 味 で あ ろ う。 中 村 博 士

〔1955年.401頁 〕 はutsekaを"乾 干 しnと 翻

訳 。 シ ャ ン カ ラ の 註 釈 に 基 づ い て,utsakaを 〔海

の水 を〕 乾 燥 させ る こ と と考 え る こ と も可 能 で あ

ろ う。

(39)「 一 切 は 苦 しみ で あ る」 〔sarvarpduhkham〕 と

い う陳述 は,ブ ッダ の 教 え で あ る 。 ヴ ェー ダ ー ン

タ,特 に,ガ ウ ダ パ ー ダ の 教 え は,「 一 切 は 生 ま

れ て い な い」 あ る い は 「一 切 は 不 生 で あ る」

〔sarvamajam〕 と い う陳 述 で あ る。

(40)カ ー リカ ー,44-45に お い て,平 静 あ る い は

サ マ ー デ ィ 〔沈 潜 〕 へ の 道 を 妨 げ る4つ の 障 害

が 見 い 出 され る。4つ の 障 害 と は,1aya〔 没 入 〕.

vik$epa〔 散 乱 〕,kaSaya〔 激 情 〕 お よびsukha

〔幸 福 〕 で あ る 。

(41)カ ル マ カル 〔1973年.107頁 〕 は,ノ ー トに お

い て 次 の よ う に書 う一 「ブ ラ フ マ ン あ る い は 最

高 の 至 福 は,思 考 の な い状 態 〔amanfbhava〕 を

伴 う 思 考 〔manas〕 で あ る。 全 ド ヴ ァ イ タ

〔dvaito〕 は心 のvikalpa〔 想 像 ・妄 想 〕 で あ る。

そ れ ゆ え に,生 ま れ て い な い 自己 〔alaa加an〕

は現 実 に は 生成 〔sarpbhava〕 を有 し得 な い とい

う こと に な る。 最 良 の 真 理 〔satya〕 は,何 ひ と

つ決 し て 生 まれ 得 な い と い う こ と,そ し て 生 ま れ

て い な い こ と と い う学 説 〔a烈fvada〕 が 唯 一 の

真 の学 説 で あ る と い う こ とで あ る」 と。

(42)い わ ゆ る「旋 火寂 静 の 章 」〔Ala亡a5an亡f-prakarapa〕

は,恐 ら く,カ ー リ カー,47-50に お い て 用 い
たいまつ

られ るalata〔 旋 火 ・松 明〕 の 比 喩 に ち な ん で,

この よ う に 名 づ け られ た の で あ ろ う。 こ の 章 は

100の カー リカー を含 み,そ れ は ガ ウ ダ パ ー ダ の

教 え の 精髄 で あ る と言 え る で あ ろ う。 ガ ウダ パ ー

ダ に 帰 せ られ る4つ の 章 の 中 で 最 も 深 く仏 教 に

よ って 影 響 され,最 も重 要 な のは 「旋 火 寂 静 の章 」

で あ ろ う。 こ の 章 の 最 も 重 要 な テ ー マ の 一 つ は

ヴ ェ ー ダ ー ン タ お よ び 大 乗 仏 教 の 間 のa

rapprochement〔 キ ン グ,1995年.13頁 〕 で

あ ろ う。

(43)Dvipadamvaraに よ って 何 が 意 味 され るか,必

ず し も明 らか で は な い。 中村 博 士 〔1955年.416

頁 〕 に よ れ ば,こ の 語 に よ っ て 意 味 され る の は

ブ ッダ の 呼 称 。 レサ ンプ ル 〔1944年.35頁 〕は,

dvfpadaη1varaに よ って 指 し 示 され るの は ブ ッ

ダ で あ る と 言 うAシ ャ ン カ ラ に よ れ ば,

dvipadarpvaraは ナ ー ラ ー ヤ ナ と 呼 ば れ る も

の,す な わ ち,最 上 の 人間 を意 味 す る。

(44)"生 成 し て い る も の"〔bhuta〕 は,わ れ わ れ に よ っ

て 知 覚 され る 存 在 。 生 成 し て い る も の は,"存 在

して い る事 物"で あ る。

(45)生 成 して い る もの,あ る い は 生 成 し て い る事 物 は,

私 見 に よ れ ば,個 別 的 な 事 物 で あ り,sat〔 存 在,

あ る い は 有 〕 か ら 区 別 さ れ る べ き で あ る 。

Bhutarnkim℃itと い う表 現 は,個 別 的 な 事 物 を

示 唆 し な い で あ ろ う か?し か し,中 村 博 士

〔1955年.419頁 〕 はbhutaを"有"と 翻 訳 し

71

て い る。

(46)Ajati。 生 まれ て い な い こ とは 生 起 し て い な い こ

と,不 生。 ど ん な 事 物 も,生 じな い,そ れ ゆ え に,

そ れ ら は消 滅 し な い一 この こ とが,こ こ で示 唆

され て い る。 生 まれ な い も の が 死 ぬ は ず は な い

こ の こ とがaJatiと いう語 によ って 意 味 され て

い る。 生 まれ る こ と は 不 可 能 で あ る,と い うの が

ガ ウダ パ ーダ の 主 張。

(47)IV,・ と皿,20-22は,キ ー ワ ー ドの 相 違

を 除 け ば,全 く同 一 で あ る。IV,6お よ び ・

に お い てdharmasyaとdharmoが 用 い られ て

い る の に,皿,20お よ び20-22に お い て

bhavasyaとbhavoが 代 用 され て い る。仏 教 に お

い て は,dharmaは 個 々の 事 物,現 象 的 な 何 か あ

る も の を 意 味 す る 。ガ ウダ パ ー ダ もdharmaを 仏

教 的 な 意 味 に お い て 使 用 し て い る。 そ し て,

dharmaの 同 義 語 がbhavaで あ る。 わ た く しは,

dharma〔 個 々 の〕 事 物 と 翻 訳 。IV,6に お け る

ajatasyaivadharmasyaと い う語 を,わ た くし

は 「ま さ に,生 まれ て い な い事 物 の」と 翻 訳 。 こ の

dharmasyaを レサ ン プ ル 〔1944年.36頁 〕 は

d'unph益nom色neと 翻 訳 して い る。キ ン グ 〔1995

年.252頁 〕 は,こ の 語 をofan…thingと

英 訳 。 中 村 博 士 〔1955年.421頁 〕 は,ダ ル マ

ス ヤ を"も の"と 翻 訳 し て い る 。 しか し,中 村博

士 〔508頁 〕 は,こ こで 用 い られ て い るdharma

をbhavaの 同義 語 と見 な し,ほ とん ど 「「物 」「有

る もの 」 「事 物 」 「対 象」 な ど の 意 に 解 して よ い で

あ ろ う」 と述 べ て い る。

(48)Navyavastha=anavastha〔 無 限 遡 及〕。

(49)Kramakopaを,中 村 博 士 〔1955年.430頁 〕

は"矛 盾"と 翻 訳。 カ ル マ カル 〔1973年,36頁 〕

はtheviolationと 翻 訳 。

(50)Prajnaptiは 仏 教 用 語 。 中村 博 士 〔1955年.435

頁 〕 はpraj負aptiを 「(主観 の)表 象 作 用 」 と 翻

訳 。 ウ ッ ド 〔1990年.28頁 〕 はperceptと 英 訳

して い る0シ ャ ン カ ラ はprajnanarpprajnaptiと

註 釈 。

(51)"汚 れ"の 原 語 は,sarnkleSa。 サ ン ス ク リ ッ トに

お いて,こ の語 は"苦 しみ"を 意 味す るが,仏 教

用 語 と して は"汚 れ"と い う意 味 で用 い られ る。

(52)こ こ で"心"〔citta〕 と い う語 は大 乗 仏 教 哲 学 に

お け る唯 識 哲 学 の文 脈 に お いて 理 解 さ れ る。 チ ッ

タは"識"の 同義 語 で あ る。

(53)IV,31-32の カ ー リカ ー は,II.6-7と 同 一

で あ る。 こ の カ ー リカ ー の 趣 旨 は,目 覚 め て い る

時 に見 られ る も の が,夢 にお い て 見 られ る も の と

同 じ く現 実 に存 在 しな い と い う こ と。

(54)"も ろ も ろ の 事 物 を 見 る こ と"〔bhOtanarp

darSanarp〕 にお け るbhutoは,生 成 して い る事

物,個 別 的 な 存 在 を意 味 す る。Bhutoは 生 成 し て

い る 存 在 で あ る が ゆ え に"生 まれ て い な い も の"

〔不 生 な も の〕 で は な く,そ れ ゆ え に,究 極 的 に

存 在 し な い と 考 え られ る。

(55)カ ー リカ ー,II,2参 照。



(56)夢 の 中 で 心 に よ って 見 られ る も の は 虚偽 で あ る。

同様 に,目 覚 め て い る状 態 に お い て 心 に よ って 見

られ る も の も虚 偽 で あ る 。

(57)Astivastutvavadinと い う語 に 対 す る,わ た くし

の翻 訳 。 こ の語 を,中 村 博 士 〔1955年.449頁 〕

は"実 在 論 者"と 翻 訳tl

(58)"把 握"お よ び"把 握 す る も の"は,シ ャ ン カ ラ

の註 釈 に基 づ い て"把 握 され る もの",お よ び"把

握 す る も の"と 解 釈 され る。Grahanagrahakaは,

唯 識 哲 学 に お け るgrahyagrahakaに 対 応 す る と

考 え られ る。

(59)カ ー リカ ー,IV,47-57の テ ー マ は,あ の有 名

な松 明 の 比喩 〔旋 火 寂 静 〕で あ る。も し も,認 識 〔識 〕

が 唯一 で あ り,不 生 で あ る とす れ ば,わ れ わ れ は,

ど の よ うに し て 種 々の ダ ル マ 〔事 物 〕 を経 験 す る

で あ ろ うか?ダ ル マ は,ど こ か ら や って 来 て,

ど こ へ行 くの で あろ うか?ダ ル マ と識 〔vijnana〕

の 関係 は何 で あ ろ うか?〔 カル マ カ ル.1973年.

ノー ト.126-127頁 参 照〕。

(60)2つ の 実体 〔dravya〕 が 存 在 し,あ る実 体 が 他 の

実体 の原 因 に な り得 る 時 に,そ れ らの 間 に原 因 と

結 果 の 関 係 が 存 在 す る こ の よ う に,ガ ウ ダ

パ ー ダ は考 え た の で あ ろ う。唯 一 の,生 まれ る こ と

の な い 認識 だ け が 存 在 す る所 に は,原 因 と結果 の

関係 は成 立 し得 な い で あ ろ う。

(61)一 切 は 生 ま れ て い な い の で あ り,そ れ ゆ え に,一

切 が 断 絶 す る 〔=絶 滅 す る〕 こ と は あ り得 な い の

で あ り,一 切 は 生 ま れ て いな い と い うの が,ガ ウ

ダ パ ー ダ の 哲 学 思 想 で あ る。この カー リカ ー にお い

て,ガ ウダ パ ー ダ は仏 教 の常 住 論 〔SaSvatavada〕

お よ び 断 滅 論 〔Ucchedavada〕 を 念 頭 に 置 き,

そ れ らを 攻 撃 して い る ので は な い か と,わ た く し

は 考 え る 〔カ ル マ カ ル.1973年.ノ ー ト.128

頁 参 照〕。

(62)こ の カ ー リカ ー に お いて は 「心 が 幻 影 に よ って 動

くよ うに」 と な っ て い る が,カ ー リカ ー,皿,29

に お い て は 「… 思 考 〔manas〕 に よ って 震 動

す るよ うに」 とな って い る。

〈63)こ の カー リカ ー にお け る"心"〔Clt亡a〕 は カ ー リ

カ ー.皿.30に お いて"思 考"〔manas〕 に よ っ

て 置 き換 え ら れ て い る。"心"は 究 極 的 実 在 で は

な く,人 間 に よ って 思 い浮 か べ られ る 思 想,あ る

い は意 識 。"心"は"考 え"な い し"知 覚"。

(64)Paratantrab.hfsarpvrσ を,中 村 博 士 〔1955年.

471頁 〕は"依 他 性 の 隠 覆"と 翻 訳 。 ウ ッ ド 〔1990

年.33頁 〕は,こ の語 をthedependentrelative

truthと 英 訳 。 キ ン グ 〔1995年125頁 〕 は

relativeaspect(paratantra)ofconventional

〔reality〕と英 訳 。 習 慣 的 な 真 理 〔sarロvrti-satya〕

の通 用 す る 因 習 的 な 領 域 に お け る,他 に依 存 して

い る状 態 そ れ が,paratantrabhisarnvrtiと

い う語 に よ っ て示 唆 され るの で あ ろ うか?〔 キ ン

グ.125頁 参 照〕。 他 に 依 存 して 存 在 し て い る も

のは,最 高 の真 理 と し て 存 在 して いな い。 この こ

と を,カ ー リカー.IV.73は 「そ れ は 最 高 の真 理

72

〔の 立 場 〕 か ら は存 在 し な いjと 述 べ て い る。 し

か る に,カ ル マ カル 〔1973年.50頁 〕 は,ド イ

セ ン 〔1897年.601頁 〕 の 独 訳 と 同 じ よ う に,

paratantraを"他 の 〔哲 学 の 〕学 派"と 英 訳 。 リ

ヒ タ ー 一ウ シ ャ ナ ス 〔1985年.31頁 〕 も,

paratantraを"他 の諸 学 派"と 独 訳。 レ サ ン プ ル

〔1944年.43頁 〕 は,こ の 語 を"他 の 諸 学 派"

と仏 訳 して い る。 カ ル マ カル 〔1973年 。131頁 〕

に よ れ ば,paratantraに よ っ て 意 味 され る の は
"仏 教 学 派"

。 わ た く し 自 身 は,中 村 元,ウ ッ ド,

お よ び キ ン グ の 翻 訳 を 踏 ま え て,paratantraを
"他 に依 存 す る"

,あ る い は"他 に 依 存 し て い る"

と い うふ うに解 釈 した。

(65)目 覚 め て い る 人 々 〔Buddhas〕 に よ って 意 味 され

て い る の は,"も ろ も ろ のブ ッダ"で あ ろ うか?

そ れ と も,そ れ は 単 に"目 覚 め て い る人 々"を 指 し

示 す の で あ ろ う か?BuddhanarnviSayabと

い う表 現 が 『唯識20論 』〔Vf加5affka〕 〔adv.10〕

に 見 い 出 され る。 こ の こ と を,中 村 博 士 〔1955

年..・ 頁 〕は 指 摘 して い る。『ガ ウ ダ パ ー デ ィー

ヤ ・カ ー リ カー 』IVの 作 者 が,『 唯識20論 』 か ら

buddhanarnviSayabと い う表 現 を 借 りた か 否

か一 それ は 明 らか で は な い 。し か し,カ ー リカー

IVの 作 者 は,ひ ょ っ と し て"も ろ も ろ の ブ ッダ"

を心 の 中 に 思 い 浮 か べ て いた の か も知 れ な い。

(66)こ の"ダ ル マ"〔dharma〕 に よ って 何 が 意 味 され

て い る の で あ ろ うか?中 村 博 士 〔1955年.479

頁 〕 は"ダ ル マ"を こ こ で は 「(万物 の)本 質 」

と翻 訳 して い る0シ ャ ン カ ラ は,こ の ダ ル マ を アー

トマ ン 〔本 来 的 自己 〕 と註 釈 。 い ず れ にせ よ,こ

こ で は ダ ル マ は 仏 教 的 な 用 語 と して 理 解 され るべ

き で あ ろ う。 しか しな が ら,こ の ダ ル マ は 「生 ま

れ る こ とな く … み ず か ら輝 くよ う にな る}性

質 の も の で あ るか ら,そ の よ うな"事 物"が 「こ

のダ ル マ」 と名 づ け られ た の で あ ろ う。

(67)Dhatusvabhavaを,わ たくUまdharmadhakusvabhava

と 解 読 。 大 乗 仏 教 に お い て は,dharmadhatuは

全 現 象 に 浸 透 し,そ れ を包 括 す る真 の性 質 で あ る

と い うイ メー ジ と して 理 解 され る。 「この ダ ル マ 」

はdharmadhatuの 文 脈 にお いて 理 解 され るべ き

で あ ろ う。

(68)チ ャー ンドー ギ ヤ ・ウパ ニ シャッド,VIQ,4,2参 照 。

(69)仏 教 に お い て はBhagavatは ブ ッダ の呼 称 。

(70)わ た くし は ガ ウ ダ パ ー ダ に よ っ て 知 識 〔jnana〕,

知 識 の 対 象 〔Jneya〕,お よ び 認 識 〔vijfieya〕 の

3つ が 挙げ られ て い る と解 読 した け れ ど も,知 識

と知 識 の対 象 の2つ が 認 識 され るべ き で あ る と解

釈 す る こ と も 可 能 で あ ろ う。 例 え ば,中 村 博 士

〔1955年.488頁 〕 は,問 題 の 箇 所 を 「(三種 の)

智 と所 知 と を識 る べ し」 と翻 訳 して い る。

(71)K§antiは"忍 耐"と い う意 味。 し か し,こ こで

は,こ の語 は仏 教語 と して 用 い られ て い る。 中村

博 士 〔1955年,493頁 〕 はkSantiを"認 識"と

翻 訳 し,ク シ ャー ン テ ィに は 「認 め 知 る こ と」 と

い う,仏 教 特 有 の 語 義 が よ く適 合 す る,と 言 う。



わたくし自身は,知 ることを忍耐強 く待つ能力を

k$antiと いう語に言外に含ませたいと思 う。

(72)Nayakaは,仏 教においては特にブッダの呼称。

(73)ブ ッダがダルマの知識を所有すること一一それは

不可能である,と,こ のようにガウダパーダは考

えたのであろう 〔カルマカル.1973年.ノ ー ト.

145頁 参照〕。確かに,不 生であるという学説に

従えば,ダ ルマ自体の生起はあり得ない 「知識

はダルマに移行しない」のである。そして,同 様

に 「一切のダルマは知識に移行しない」のである。

このカーリカーに対して,中 村博士〔1955年.501

頁〕は次のように説明している 「一切諸法並び

にそれを覚る智が覚者によって説かれてゐるが,

それは真理をさとらしめんがための方便であり,

勝義においては何 も説かれてゐるので はない。

説法 自体も一つの仮現である,と 」 と。しかし,

ガ ウダ パーダ は"生 まれ ていな い とい う説"

〔ajativada〕を説いたけれども,ブ ッダによって

ajativadaは 説かれなかったのである。われわれ

は,ガ ウダパーダとブ ッダの決定的な違いに注視

すべきである。
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〔付 記 〕

ガ ウ ダ パ ー ダ の カ ー リカ ー 〔Gaudapadfya-Karf始s〕

の 研 究 に お い て 最 も 重 要 な 書 物 の2つ,す な わ ち

VidhushekharaBhattacharyaのTheAgama5as亡ra

ofGaudapada〔1943〕,お よびT.M.P.Mahadevan

のGaudapada3AStudyInEarlyAdvaitaを,わ た

くし は 参 照 す る こ とが 出来 な か った 。 日本 の 幾 つ か の 図

書 館 に は,こ れ ら の古 典 的 な 書 物 は 存 在 し て い る。 し か

し,わ た く し には,こ れ ら の 書 物 に ア ク セ ス す る術 が な

か った た め,BhattacharyaとMahadevanの 研 究 書 を

読 む 機 会 を 与 え られ な か っ た 。 し か し,Karmakar,

King,Wood,中 村 元 博 士 な ど の 翻 訳 を参 照 す る こ と に

よ って,わ た くし はガ ウ ダ パ ー ダ の カ ー リカ ー を 比 較 的

正 し く翻 訳 出 来 た の で は な い か,と 思 って い る。 リ ヒ

タ ー 一ウ シ ャナ ス は1985年 に マ ー ン ドゥ ー キ ヤ ・ウパ

ニ シ ャ ッ ドお よび マ ー ン ド ゥー キ ヤ ・カ ー リカ ー を ドイ

ッ語 に 全 訳 した 。 そ の 「は しが き」 にお い て,彼 は 次 の

よ う に 書 い て い る 「カ ー リ カ ー は,今 ま で パ ウ ル ・

ドイ セ ン に よ って だ け ドイ ツ 語 に 翻 訳 され た 〔ラ イ プ ッ
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ヒ.1897〕 。 ドイセ ン の 翻 訳 に は 誤 りが あ り,そ れ は 文

体 的 に耐 え が た い … 文 献 学 的 に 最 も信 頼 出 来 るの は,

ル イ ・ル ヌ ー の フ ラ ン ス 語 の 翻 訳 〔パ リ.1944〕 で あ

る … 」 〔8頁 〕 と。 ド イセ ン の ガ ウダ パ ー ダ の カ ー

リカ ー訳 に致 命 的 な 欠 陥 が あ り,「 文 体 的 に 耐 え が た い」

こ と は 明 白で あ る。 しか し,リ ヒ タ ー 一ウ シ ャ ナ ス の

「ル イ ・ル ヌ ー の フ ラ ン ス 語 の 翻 訳」 と い う表 現 は 誤 り

で あ る。 マ ー ン ドゥー キ ヤ ・ウ パニ シ ャ ッ ドお よび ガ ウ

ダ パ ー ダ の カ ー リカ ー を フ ラ ン ス語 に翻 訳 した の は,ル

ヌー で は な く,レ サ ン プ ル で あ る1ル ヌー の指 導 の下

に レ サ ン プ ル が マ ー ン ドゥー キ ヤ ・ウ パ ニ シ ャ ッ ド とガ

ウ ダ パ ー ダ の カ ー リカー を フ ラ ン ス語 に 翻 訳 した の で あ

る 。 リ ヒタ ー 一ウ シ ャ ナ ス は ル ヌー 〔いや,レ サ ンプ ル 〕

の 翻 訳 を 文献 学 的 に 最 も信 頼 に値 す る と見 な した けれ ど

も,わ た く し 自身 は そ うは 思 わ な い。 わ た く しの 目か ら

見 れ ば,文 献 学 的 に 最 も信 頼 出来 る の は,リ チ ャー ド ・

キ ン グ の ガ ウ ダ パ ー ダ の カー リカー の英 訳 で あ る。 しか

し,残 念 な こ と に,キ ング の英 訳 は完 訳 で は な い。 第4章

旋 火寂 静 の カ ー リカー,75-86の 翻 訳 が 彼 の英 訳 に は

欠 落 し て い る。 しか し,ウ ッ ドの英 訳 は完 訳 で あ り,信

頼 出 来 る の で あ る。 我 国 の イ ン ド学 者,仏 教 学 者,中 村

元 博 士 の 日本 語 訳 は,ど うで あ ろ うか?私 見 に よれ ば,

中 村 訳 は,お お む ね,文 献 学 的 に 信 頼 出 来 る。 し か し,

中村訳は 日本語の翻訳として一般の読者にとって読みや

すいと言えるであろうか?わ れわれにとって必要なの

は,専 門家 で な い 人 々で さえ 容 易 に 理 解 出来 る

よ うな翻訳 で ある。 『ガ ウダ パーダ のカー リカー』

〔Gaudapadiyakarika〕 は,サ ンスクリット語で書かれ

ている。わたくしは 『ガウダパーダのカー リカー』を平

易な現代語に翻訳した。少な くとも,わ た くしは,初 期

のヴェーダーンタの哲学的断片を忠実に現代の 日本語に

翻訳しようと努力したつもりである。

西 暦 紀 元2000年2月 に,わ た く しは 『ウ パ ニ シ ャ ッ

ド 翻 訳 お よ び 解 説 』〔大 東 出版 社 〕を 出 版 した 。そ

の際 に,わ た く しは す で に完 訳 して いた 『ガ ウダ パ ー ダ

の カー リカ ー』 を 『ウパ ニ シ ャ ッ ド』 の 中 に含 め る こ と

を 断 念 し た。 『ウ パ ニ シ ャ ッ ド』 の 紙 数 が そ れ 以 上 増 え

る こ と を,わ た くしは 恐 れ た か らで あ る。 し か し 『ガ ウ

ダ パ ー ダ の カ ー リカー 』 は,ヴ ェー ダ ー ン タ の重 要 な 文

献 の1つ で あ る。 『ウパ ニ シ ャ ッ ド』 の 出 版 後 に,わ た

く し は 手 元 に あ る完 全 原 稿 を 更 に も う一 度 チ ェ ッ ク し

て,こ の機 会 に 『ガ ウダ パ ー ダ の カー リカ ー胡 の 日本語

訳 を一 般 の 人 々の た め に発 表 した ので あ る。

〔西 暦 紀 元2000年11月 〕

Gaudapadlya-k6[1ゴ1(a

Anewtranslation

YUDAYutaka

OutofthevedichymnsandtheUpanishadshavearisenmanyschoolsofIndianPhilosophy

suchasthesixsystemsandthematerialismbesidestheBuddhistandJainadoctrines.Vai岳e寧ika,

Nyasa,Sarnkhya,Yoga,MimarpsaandVedantaarecalledsixsystemsofPhilosophy{Roppa

Tetsugaku).ThereareavarietyofVedantaschools.Aboveall,Advaitavedanta,representedbythat

famousSa血karaexpressesthegeniusofHinduPhilosophicalthought.Advai亡ameans"not-two'10r

theabsenceofduality,andved肋 亡ameanstheendorthehighestpointofknowledge,referringto

theし な)anおads.TherootofAdvaitavedantaistobesoughtintotheearliestphilosophicalfragments

fromtheGaudapadfya-karfka.

WithoutsomeknowledgeofGaudapadiya-karika,weareunabletounderstandtheAdvaita

PhilosophyofSa血karaandhisfollowers.Tomyregret,thesefragmentshavebeenoverlookedby

manyscholarsforalongtime.Itookmyfirststeptowardunderstandingthesefragmentsbymeans

ofmyowntranslation.Nonetheless,therearenotafewtranslationsofGaudapadfya-karfka.Well

knownare,forexample,PaulDeussen'sGermantranslation(189?),VidhushekharaBhattacharya's

(1943}andT.M.P.Mahadeva"sEnglishtranslations.EmLesim"sFrenchtranslation(1944)and

HajimeNakamura'sJapanesetranslation(1955}arewithinscholarsreach.

Now,wepossessnewtranslations,suchasRichter-Ushanas"sGermantranslation,andThomasE.

Wood'sandRichardKing'sEnglishtranslations.Inmyopinion,King"stranslationisbest,inspiteof

histranslationbeingincomplete.But,King"s"ARunningTranslationoftheGauClapadiya-karika"is

nearlyacompleteone.Thistextisaphilosophicalwork.Traditionally,ithasbeensaidthatitwas

writtenbyasingularauthornamedGaudapada,whoisknownastheteacherofSafikara'steacher

(Govinda).Acloseexaminationofthesefragmentsdisclosesthatitwasnotcomposedbyasingle

hand,namely,Gaudapada.Thesefragmentsconsistoffourchapters(prakarana).Theseprakarapas

areasfollows=1.Agama-prakarana,H,Vaitathya-prakarana,皿,Advai亡a-prakarana,IV.Ala亡a5a耐f一
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prakaraηa。Thereisnodoubtthatthefourthchapter(Ala亡a誘aη 亡f-prakaraηa)iscomposedseparated

fromotherthreechapters.But,thereis"familyresemblance"betweenII-N,whileIistobetreated

asaseparatetext.

Nevertheless,Gaudapadiya-karikaIapprovesofadvaita(non-dualism)andajativada(the

theoryofnonっrigination)Therefore,IhassomephisophicalconnectionwithH,皿andIV.Weare

inapositiontotreatI-Nasawhole,integratingthemintoawhole.Wecandiscoverinthese

fragmentsI-IV"Gaudapadian'1thought(King'sphrase).ThemostinportantprakaranaisIV(Ala亡a5aη 亡1-

prakarana).Itscentralthemesareaja亡f噸daandaspar§a-yoga(theyogaofnocontact).Ali亡a5an亡f-

prakaranaisdeeplyinfluencedbyMadhyamika-andYogacara(Vij飴navada)Systems.Gaudapadlya-

karikaisthesyntheticcompositionofpluralauthors.Thistextwascomposedbythemunderthe

influenceofMahayanaBuddhism.Iamoftheopinionthatithasbeencomposedbythemasa

wholeinthesixthcentury.

Intranslating"GauGiapadian"text,Ikeptthreepointsinmind.First,Ihavemadeaneveryeffort

tointerpretthetextinthemahayanacontext.IfweoverlookthebackgroundofMadhyamikaand

Yogacarasystems,the"Gaudapadian'lthougthisnottobefullyunderstood .Secondly,Gaudapadfya-

karikarepresentsanattempttoreconcileadvaitavedantawiththeMahayanaBuddhism.Gaudapadiya-

karikamakesafrequentuseofBuddhisttermsandvocabrariesinexplainingadvaitaphilosophy.

Thereis,Ibelieve,anunsurmountablegapbetweenAdvaitavedantaandBuddhistPhilosophy .We

havetoheawareoffundamentallydifferentstancesofAdvaitavedantaandBuddhism.Thirdly,my

earnesthopewastotrytotranslate噂Gaudapadian"textasfaithfullyaspossible,thus,toletthe

voiceofitsauthorshearbeyondalanguagebarrier.However,IamnotsureifIcansucceedin

attainingthishopeofmine.Fortyfiveyearsago,HajimeNakamuratranslatedGaudapadiya-karika

fromSanskritintoJapanese,SofarasIamconcernedNakamura"stranslationisthefirstJapanese

translationanditisstillonlyoneinexistence.Now,IhavetranslatedGaudapadiya-karikafrom

SanskritintoJapanese.JapanesereadersarenowabletocompareNakamurastranslationwith

mine.MytranslationofGaudapacllya-karikais,Ibelieve,anewtranslation."Gaudapadian瞬textwas

translatedfromSanskritintoanordinarylanguage.AJapanesereader,Ihope,wouldbeableto

understand"Gaudapadian"textthroughmyowntranslation,evenifheorsheshouldhaveno

knowledgeoftheABCoftheearlyadvaitavedanta.IampleasedtosaythatIhavefinished

translatingGaudapad∫ya-karゴka,makinguseofanordinaryJapaneselanguage,Ihopethatmy

translationwillbeofsomeusetothepublicatlarge,

ガウダパーダ ヴ ェー ダ ー ン タ 大乗仏教
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